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平成２１年度版 住宅紛争処理技術関連資料集の発行にあたって 
 

平成 21 年度版 住宅紛争処理技術関連資料集は、平成 20 年度版の作成以降に制

定・改正された建築基準法とこれに基づく国土交通省告示および関連する基準・指針・

仕様書等への対応を図りました。また、工法・材料・施工方法等について、より一般

的で実状に即した記述となるよう見直しを行い、このたび発行の運びとなりました。 

平成 12 年 4 月に「住宅の品質確保の促進等に関する法律」が施行された際、指定

住宅紛争処理機関の業務は、評価住宅（建設住宅性能評価書の交付を受けた住宅）に

関する住宅紛争を対象としていましたが、平成 20 年 4月 1日に「特定住宅瑕疵担保責

任の履行の確保等に関する法律」による保険法人の指定および紛争処理に関する規定

が施行されたことにより、保険付住宅（住宅瑕疵担保責任保険が付された新築住宅）

の紛争処理があらたに業務の対象に加わりました。平成 21 年 10 月 1日には「特定住

宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」による資力確保措置の義務付けの規定

が施行されたことにより、保険付住宅の戸数が大きく増加することとなり、対象とす

る住宅紛争についても大幅に増加することが予想されています。 

指定住宅紛争処理機関の紛争処理委員の皆様には、このような国民の期待のもと、

今後ますます住宅の紛争解決に向けてご尽力いただくことになりますが、この住宅紛

争処理技術関連資料集は、その際に参考となる有力な技術資料の一つになるものと期

待しております。 

平成 21 年度版 住宅紛争処理技術関連資料集は、専用ホームページ(住宅紛争処理

に関する情報提供)に掲載し、紛争処理委員の皆様にご提供致します。本ホームページ

には住宅瑕疵関連事例集（住宅の瑕疵等に関する判例及び補修方法等に関するデータ

ベース）も掲載しており、両資料の関連する箇所は、相互に参照することができます。 

これまで以上に、ご活用いただければ幸いです。 

最後に、改訂に際し、技術委員会、技術ワーキンググループ等において多くの時間

を割いて検討にご参加下さった学識経験者、日本弁護士連合会、建築士関連団体、消

費者関連団体および住宅供給者関連団体の各委員等の方々、事務局の方々に改めて深

く感謝を申し上げます。 

 

平成２２年３月    技術委員会 座長  上 杉  啓 



は じ め に（平成１２年度版） 

 
 平成１１年６月１５日に衆議院本会議において、「住宅の品質確保の促進等に関す

る法律」が可決・成立し、同月２３日に公布されました。この法律は、住宅の品質確

保を促進し、住宅購入者等の利益の保護及び住宅に係る紛争の迅速かつ適正な解決を

図り、国民生活の安定向上と国民経済の健全な発展に寄与することを目的とするもの

です。 

 住宅に係る紛争は、技術的な専門性が高いこと、原因究明が困難であること等から、

従来はともすると紛争処理が遅延し、困難となる場合が多かったのですが、このたび

同法の制定により住宅専門の裁判外紛争処理機関（指定住宅紛争処理機関）が設立さ

れ、法律、建築の双方の専門家が紛争処理委員として協力して紛争処理に当り、住宅

性能表示制度を活用した住宅を対象に、あっせん、調停及び仲裁を行うようになった

ことは大きな変化であり、意義深いものがあります。 

 住宅紛争処理技術関連資料集は、同法に基づき住宅紛争処理支援センターが、紛争処理

業務支援の一環として策定し、各地域の指定住宅紛争処理機関に提供するものです（支援

センターは、平成１２年４月１３日付けで（財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター

が建設大臣の指定を受けています）。紛争処理体制の検討に当っては、建設省が日本弁護

士連合会と連携して住宅紛争処理検討協議会を発足させ、住宅専門の裁判外紛争処理体制

の整備に関する検討を進めました。同協議会のもとには、住宅紛争処理技術関連資料集等

の検討を行うための技術的基準等検討委員会及び技術的基準等検討ワーキンググループが

設けられました。住宅紛争処理支援センターの指定後はそれぞれ住宅紛争処理支援業務運

営協議会、技術委員会、技術ワーキンググループに改組され、約１年間にわたる精力的な

検討を重ねた上、とりまとめを行い、このたび住宅紛争処理技術関連資料集（平成１２年

度版）として発行する運びとなりました。指定住宅紛争処理機関の紛争処理委員の方々が

紛争処理に際して技術的な資料の一つとして本資料集を参考にしてくだされば幸いです。 

 最後に、この間ご参画いただいた学識経験者、日本弁護士連合会、建築士関連団体、消

費者関連団体及び住宅供給者関連団体の各委員等の方々に改めて感謝を申し上げるととも

に、この法律に基づく新しい制度が円滑に機能し、住宅に係る紛争が迅速かつ適正に解決

され、国民生活の安定向上と国民経済の健全な発展に寄与することを願ってやみません。 

 

 
     平成１２年６月    技術委員会 座長   上 杉  啓 

 



  

平成２１年度版住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の主な改訂点について 

・鉄筋コンクリート造住宅 調査方法編、補修方法編、工事費用編 
 

■住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の改訂趣旨 

平成 21 年度版 住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）は、主に以下の告示等

との整合性を図ることができるように改訂を行っています。また、一般的な工法、材

料、施工方法等についてより実態に即した記述となるように見直しを行い、必要に応

じて追加・修正等を行っています。 

① 平成 21 年 12 月末日時点の建築基準法に基づく国土交通省（建設省）告示及び

各種基準、指針、仕様書等 

② 住宅の品質確保の促進等に関する法律（以下「品確法」という。）に規定する評

価方法基準（平 13 国交告第 1347 号（最終改正平 21 国交告第 354 号）） 

 

鉄筋コンクリート造住宅における主な改訂点は以下のとおりです。 

 

■調査方法編  

１ 建築基準法の関連告示及び品確法の評価方法基準等への対応 
（関連告示等による内容の修正該当箇所なし） 
 

２ 各種基準、指針、仕様書等の制定・改訂への対応 
引用・参考としている各種基準、指針、仕様書等のうち、以下の改訂に対応した。 
・ コンクリートのひびわれ調査、補修・補強指針－2009－［（社）日本コンク

リート工学協会編集・発行］ 
・ 建築工事標準仕様書･同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事(2009 年版)

［社団法人 日本建築学会 編集・発行］ 
・ 新版 建築物等の解体・改修工事等における石綿障害の予防［建設業労働災

害防止協会発行］ 
 
 
 

３ 主な見直し事項 
掲載箇所 見直し事項等 

第Ⅱ章 部位・不具合事象別調査方法 

床の傾斜－６ ・ＪＡＳＳ５から引用していた「コンクリートの仕上がりの平たんさ

の標準値」の表を「住宅紛争処理の参考となるべき技術的基準（平

成 12 年建設省告示第 1653 号）」の傾斜部分の表に差し替えた。 



  

外壁のひび割れ・欠損

（モルタル・タイル張り）

－８ 

・最小かぶり厚さの説明文中の「（建築基準法施行令第７９条で規定する

値）」を削除した。 

外壁のひび割れ・欠損

（モルタル・タイル張り）

－５ 

外壁のひび割れ・欠損

（ＡＬＣ）－５ 

・「ひび割れ長さの記録」の図版およびタイトルを平成21年度に改訂された

「コンクリートのひびわれ調査、補修・補強指針」から引用して差し

替えた。 

床のたわみ－１０ 

外壁の傾斜－８ 

水平振動－５ 

・「①スラブ・梁のコンクリート及び鉄筋の規格」の項目に平成 21 年

度に改訂された建築工事標準仕様書･同解説 JASS5 鉄筋コンクリ

ート工事を参照して「コンクリートのヤング係数、乾燥収縮率および

許容ひび割れ幅（設定されている場合）」を追加した。 

床のたわみ－１２ 

外壁の傾斜－１０ 

水平振動－７ 

・「③スラブ・梁の配筋方法」の項目に平成 21 年度に改訂された建

築工事標準仕様書･同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事を参照

して「型枠取り外し後のかぶり厚さの検査結果（検査が実施されて

いる場合）※JASS5 では、「せき板取り外し後、構造体コンクリー

トのかぶり厚さ不足の兆候を目視によって検査し、かぶり厚さ不足

が懸念される場合は、かぶり厚さの非破壊検査を行う。（以下省略）」

としている。」を追加した。 

 

■補修方法編 

１ 建築基準法の関連告示及び品確法の評価方法基準等への対応 
（関連告示等による内容の修正該当箇所なし） 
 

２ 各種基準、指針、仕様書等の制定・改訂への対応 
引用・参考としている各種基準、指針、仕様書等のうち、以下の改訂に対応した。 
・ コンクリートのひびわれ調査、補修・補強指針－2009－［前掲］ 
・ 住宅の省エネルギー基準の解説（第 3 版）［(財)建築環境・省エネルギー機構

編集・発行］ 
・ 建築物の解体等の作業における石綿対策［厚生労働省・都道府県労働局・労

働基準監督署発行］ 
・ マンションリフォーム実務者必携 上・下巻 (2009)［マンションリフォーム

実務者必携作成委員会 監修／(財)住宅リフォーム・紛争処理支援センター 
発行］ 

・ 新・木のデザイン図鑑［（株）エクスナレッジ発行］ 



  

・ 既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修事例集（2009）［（財）日本建築防

災協会］ 
 

３ 主な見直し事項 
掲載箇所 見直し事項等 

第Ⅰ章 本編の活用について 

３．補修方法編活用

上の留意点等 

「建築物等の解体等における石綿等の除去等に対する規制の体系」の表

を平成21年度に改訂された「建築物の解体等の作業における石綿対

策」から引用して差し替えた。 

第Ⅲ章 補修方法の内容の解説 

結露（Ｗ－３） 

W-3-1 

 

・「ｂ）断熱厚さ」および「記号別断熱材の種類」の表を平成 21 年度に改訂

された「住宅の省エネルギー基準の解説（第 3 版）」から引用して差し替

えた。 

 

■工事費用編 

１ 各種基準、指針、仕様書等の制定・改訂への対応 
引用・参考とすべき文献として、以下の改訂に対応した。 

・ 建設物価指数月報（2010 年 03 月）［（財）建設物価調査会］ 



第Ⅰ章　本編の活用について

１．住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の概要

２．工事費用編の概要

第Ⅱ章　補修工事費用の積算の考え方

１．補修工事の積算に関する特性について

２．補修工事の積算

第Ⅲ章　補修工事費の積算項目

１．補修工事費積算項目リストの解説

２．補修工事費積算項目リスト一覧表

３．補修工事費積算項目リスト

第Ⅳ章　補修費用の目安

１．補修費用の目安の活用方法

２．補修費用の目安の活用上の留意点

３．補修費用の目安

目　　　　　　　次

住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）
 鉄筋コンクリート造住宅＜工事費用編＞



 

 

第Ⅰ章 本編の活用について 

 

１．住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の概要 

 

（１）住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の位置付け等 

住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）は、「住宅の品質確保の促進等に関する

法律」（以下「品確法」という。）に基づき建設住宅性能評価書が交付された新築住宅

（品確法第２条第２項に規定する新築住宅をいう。以下同じ。）に係る紛争について、

指定住宅紛争処理機関における迅速かつ適正な解決を目的とし、住宅紛争処理支援セ

ンターから指定住宅紛争処理機関への支援業務の一環として策定したものです。 

本資料集は、主として指定住宅紛争処理機関の紛争処理委員である建築士等が、 

①不具合事象の発生原因を特定するための調査 

②不具合事象の発生原因に応じた補修方法に係る検討 

③補修工事に必要となる費用に係る検討 

等の業務を行う際に、参考とする技術的な資料の一つとして活用することを想定した

ものです。 

このため、最終的に紛争処理委員は、個別の案件における具体的な状況を勘案して、

実際の紛争処理における現場調査方法の選定、補修を行う場合の補修方法の選定及び

補修工事費用の積算の確認等に係る検討を行う必要があります。（室内空気汚染に関

しては、ホルムアルデヒドの室内空気濃度を測定した結果、厚生労働省の指針値

（0.08ppm）以上であった場合を対象としています。） 

また、既存住宅（品確法第２条第２項に規定する新築住宅以外の住宅）の紛争を処理

するため、住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）を活用することも可能ですが、

その場合の留意点については住宅紛争処理技術関連資料集（既存住宅用）仕様書等変

遷版をご参照ください。なお、紛争処理時点でどの資料集を活用していくかについて

は、表「住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）を活用する場合の留意点（整理

表）」をご参照下さい。 

 

（２）住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の構成 

本資料集は、住宅の構造（木造（在来軸組工法・枠組壁工法）、鉄筋コンクリート造、

鉄骨造）毎に、以下の内容で構成されています。なお、各年度の資料集の構成等につ

いては、表「各年度の住宅紛争処理技術関連資料集の構成」をご参照下さい。 
平成21年度版技術関連資料集（新築住宅用）は、平成21年12月末現在の関係法令等

と整合を図っています。また、引用文献等は必要に応じて平成21年12月末現在のもの

と整合を図っています。本資料の活用にあたっては、平成22年１月以降に改正・制定

等が行われた関係法令、規格、参考文献等について確認が必要となる場合があります。 
 



 

 

①調査方法編 
不具合事象の発生原因を特定するための調査方法のうち、一般的と考えられるも

のを例示しています。 
②機器使用方法編 

①の調査において使用することが想定される検査・測定機器の一般的な使用方法

を例示しています。 
③補修方法編 

不具合事象の発生原因に応じて、補修を行うこととした場合における補修方法を

例示しています。 
④工事費用編 

補修工事費用に係る積算内容を確認する際に必要となる一般的な工事費用の積算

の考え方等を例示しています。 



 

 

（３）住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）を活用する場合のイメージ 
具体の紛争処理のプロセスにおいて、本資料集を活用するか否か及びどのような形で

活用するかについては、最終的に当該案件を担当する紛争処理委員の裁量にゆだねら

れますが、本資料集を活用することになったときには、以下のような各段階での活用

イメージが想定されます。 

 

［住宅取得者が修補を請求している案件に係る紛争処理の流れの一例］ 

 

申請受理 

 

紛争の概要 

 

第１回審理 

 

 

現地調査の段取り決め 

 

 

現地調査 

 

 

報告書の作成及び 

解決案の検討 

                (必要に応じ住宅紛争処理支援センターによる技術的支援(※))  

 

第２回審理 

 

 

 

和解案の作成 

 

 

第３回審理（結審） 

 

 

図１ 紛争処理の各段階における住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）の活

用イメージ 

調査方法編「４．調査方法  ０ 事前確認等」を参考にしな
がら、論点整理をし、事情聴取項目の洗い出しを行う。 

調査方法編を参考にしながら、不具合事象の程度の確認と、そ
の発生原因を特定するために確認が必要な事項の洗い出しを
行う。また、機器使用方法編を参考にしながら、調査に必要な
機器等の確認を行う。 

補修方法編を参考にしながら、当該不具合事象及び発生原因に
対し適切と考えられる補修方法を検討する。すでに、当事者か
ら補修方法が提案されている場合には、その方法が当該不具合
事象及び発生原因に対する補修方法として適切かどうか、補修
方法編を参考にしながら検討する。 

当事者（住宅取得者）が別の者による補修等を希望する場合又
は当事者（住宅供給者）が補修の実行を拒否した場合で、工事
費相当額の金銭賠償で和解が成立しそうな場合には、工事費用
編を参考にしながら補修に必要な費用についての積算の内容
を確認する。 

特定した発生原因の報告。適切な補修方法の判断（提示）。その
実行に対する当事者の意思確認。 

和解案の提示 

当事者への事情聴取 



 

 

※住宅紛争処理支援センターによる技術的支援の概要 

 

 

 指定住宅紛争処理機関 

 

 

 

 

①技術的支援の要請      ③技術上のアドバイス等 

 

住宅紛争処理支援センター 

 

 

 

 

 

 

特殊な構造方法を用いた部分等に係る不具合事象の補修方法

等の妥当性を検討する必要がある場合 

② ①の要請を受け技術ＳＷＧ委員等の専門家でチームを編

成して補修方法等を検討 



 

 

 
 
２.工事費用編の概要 

 
工事費用編は、補修工事費用に係る積算の内容を確認する際に、当該工事費用の積算に

関する参考資料とするための基礎的な知識や、具体的な補修工事のモデルケースを想定し、

必要と考えられる工事費用の積算方法等について解説したものです。 
このため、最終的に紛争処理委員は個別の案件についての状況を勘案し、実際の紛争処

理における補修工事費用の確認等を行う必要があります。 
本編は、以下の項目により構成されています。 
 
2.1 補修工事費用の積算の考え方(第Ⅱ章) 

補修工事の特性、基本的な考え方や積算方法等について解説します。 
 
2.2 補修工事費の積算項目リスト等(第Ⅲ章) 

｢住宅紛争処理技術関連資料(補修方法編)｣に例示されている補修工事毎に、以下の補修

工事費の積算項目リスト等をとりまとめています。 

2.2.1 コード・見積内容一覧表 
補修工事費の積算項目リストにおける各工事科目の内訳項目について全てコ

ード化し、各項目の積算を行う方法等について解説しています。 

2.2.2 補修工事費積算項目リスト(補修方法編に例示されている全ての補修工事の内訳

項目を提示) 
｢住宅紛争処理技術関連資料集(補修方法編)｣において例示されている各補修工

事毎に、一般的な工事科目(工事の内訳科目)の例を示しています。 
なお、積算項目リストに例示している補修工事費用の範囲は、補修工事に係わ

る部分のみを対象としています。(本対象は、不具合事象の原因に係る補修に直接

必要となる工事部分に限っています。したがって、例えばジャッキアップを行っ

た場合、その補修工事を原因とする仕上材の不具合等を補修する二次的工事は対

象としていません)。 
 

2.3 補修費用の目安(第Ⅳ章) 
工事費用の概算を把握するための参考として、補修工事のモデルケースにおいて、

消費者(発注者)が施工業者(受注者)に補修工事を依頼する場合を想定したうえで、工事

業者数社より提出された積算額をベースに、想定される概算工事費の幅を記述してい

ます。 
また、｢補修費用の目安｣には、積算の前提条件である立地・敷地条件、建物概要、

補修工事の発注形態、補修工事概要を参考に示しています。 



第Ⅱ章 補修工事費用の積算の考え方 

 

1．補修工事の積算に関する特性について 
 

 1.1 補修工事積算の特性について 

補修工事積算に際しては、以下のような特性に配慮する必要があります。 
1.1.1 新築工事との違い 

新築工事の場合は、一般的な工事単価等を用いて工事費を推測することが可能で

す。しかし、補修工事は、一般に効率的な施工を行うことが難しいとされています。

また、仮設工事費用、間接経費等が増える傾向にあり、同程度の新築工事費に比べて

割高になる傾向にあります。 

1.1.2 内訳書式の違い 
補修工事に関する積算方法が一定ではなく、事業者によって異なり、また｢一式計上｣

と表記されることも多く、工事費の内訳が不明であることが少なくありません。 

1.1.3 個別物件毎の違い 
補修工事費は、建物の建設時点、建設地、構造、工事内容、施工方法など個別物

件毎の条件によって異なります。また、補修工事単価のばらつきは新築工事に比べて

多くなる傾向にあります。 

さらに、補修工事の実施に伴い、｢補修工事費積算リスト｣に示されている補修工

事費用の他、設計・監理費、仮住まい費用、建築確認手続き費用、近隣対策等に要す

る費用等が発生する場合、それ等の算定も必要となります。 

1.1.4 その他 
本編に例示されている工事費用は、一定の前提条件における積算額であり、個別

の補修工事は、部位、地盤、そして近隣状況等の諸条件により、その額が異なること

に注意する必要があります。 
 

1.2 補修工事の施工に関する特性について 
補修工事は、新築工事に比べて施工上の制約条件等が異なる場合が多くなります。こ

の制約条件は、補修工事費の積算にも反映され、補修工事が同程度の新築工事に比べて

割高になる原因となっています。 
この補修工事における様々な制約条件として、下記の項目等が挙げられます。 
① 作業効率による制約条件 

② 作業日程等に関する制約条件 

③ 作業環境による制約条件 

④ 仮設工事に関する制約条件 

⑤ 設計図書の有無等による制約条件 

⑥ 着工時に不確定な部分等、図面上では見えない要素による制約条件 



２．補修工事の積算 

 
2.1 工事費の構成 
〔鉄筋コンクリート造，鉄骨造〕 

鉄筋コンクリート造、鉄骨造の住宅の工事費の構成は以下の通りです。 
 

補修工事費の構成は、直接工事にかかる費用に共通仮設費(総合仮設費)、現場管理費

(現場経費)、一般管理費等を加算する事により、純工事費、工事原価を計算し最終的

に｢工事費(積算価額)｣を算出できるようになってます。この積算の体系を示した図が

｢図Ⅰ-１ 工事費の構成｣です。 

図Ⅰ-１ 工事費の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(参考：｢建築工事内訳書標準書式・同解説 平成 15 年版｣) 
 

〔木造〕 

木造の住宅の工事費の構成は以下の｢図Ⅰ-２ 木造住宅における工事費の構成｣の通り

です。 

図Ⅰ-２ 木造住宅における工事費の構成 
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            3. 付帯工事費
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2.1.1 総合仮設(共通仮設) 
・総合仮設は、各種目に共通の工事費であり、仮設建物費、工事施設費、機械器具費、電

力用水費、環境安全費、整理清掃費、運搬費等が含まれています。 

・小規模な補修工事は必要な費目が少ないのに対し、大規模な補修工事は必要とされる費

目が多くなるので仮設計画に基づいて費目を計上します。 

・補修工事特有の項目として、必要に応じて現地調査費をその他費用として計上します。 

・新築工事は一般的に直接工事費に比率を乗じて算出するのに対し、補修工事は個々の

工事によって工事条件が大きく異なるため、必要な総合仮設費を個々に計上します。 

 

(総合仮設費の内容) 

(1)準備費 

・工事着手(又は施工中)にあたり、敷地並びに周辺を調査し、工事施工に支障のないよう

敷地並びに周辺の整備等のためにあらかじめ準備する費用。 

 敷地並びに近隣調査、敷地整備、公設物等の移設(復旧)、地代・家賃・占用料等。 

(2)仮設建物 

・事務所、宿舎、倉庫、工作所、変電所、便所、手洗所等の仮設建物の設置及びその維

持管理費用。 

(3)工事施設 

・外柵、仮道路、通信施設等の設置及びその維持管理費用。 

(4)機械器具 

・全般的な測量、揚重、運搬等の機械器具の損料及びその運営費用。 

(5)電力用水 

・仮設建物、工事施設及びすべての機械器具並びに工事用の電力、用水、ガス、冷暖房

等の施設及びその運営費用。 
(6)環境安全 

・環境対策、安全教育、点検、保安、警備、交通整理等の施設及びその運営費用。 

(7)整理清掃 

・全般的な整理、清掃、あと片付け、養生等の用具、施設及びその運営費用。 

(8)その他 

・上記の 1)～７)に属さない費用。 

(9)運搬 

・全般的な運搬、連絡自動車等に要する費用。 

 

2.1.2 諸経費 

諸経費は現場経費と一般管理費等からなります。現場経費は、工事施工にあたり工事を

管理するために必要な経費であり、必要な科目を積算するか又は純工事費に対する比率

によって算出されます。一般管理費等は、工事施工にあたる施工業者の運営に必要な消耗



品、賃料、人件費等の経費と利益であり、工事原価に対する比率によって算出されます。 

(諸経費の内容) 

(1)現場経費 

・労務管理費、租税公課、保険料、従業員給与手当、退職金、法定福利費、福利厚生

費、事務用品費、通信交通費、補償費、原価性経費、雑費 

(2)一般管理費等 

・役員報酬、従業員給与手当、退職金、法定福利費、修繕維持費、事務用品費、通信

交通費、動力用水光熱費、調査研究費、広告宣伝費、営業債権貸倒償却、交際費、

寄付金、地代家賃、減価償却、試験研究費償却、開発費償却、租税公課、保険料、

雑費 

(3)営業利益 

 

2.1.3 消費税相当額 

消費税相当額は、消費税法第 29 条で定める税率を乗じて算出します。 

 

2.2 補修工事の特性に係る項目 

補修工事の積算では、通常の工事科目の中で特に工事の特性上仮設工事、撤去工事、工

事外費用、設計費等を整理する必要があります。 

 

2.2.1 仮設工事 

補修工事における仮設工事には、事前の解体時のための仮設と、本来の補修工事時の

ための仮設が必要になります。工事の実施時期や工事内容によっては、それぞれ異なった

仮設が必要となり二重に計上することもあります。 

補修工事では撤去工事と各工事の双方を想定し、重複あるいは見落としに注意して仮設

項目を計上する必要があります。 

 

(1)遣り方 

土工事を伴う場合に必要となるもので、建物の位置、基礎の深さ等の基準を示すために

水杭、水ぬき、筋かいを建物の周囲に設置します。対象の面積または遣り方の個所数を

明記して一式計上します。 

(2)墨出し 

墨出しは施工位置を正確に出すために必要です。対象面積又は人工を明記し一式計

上します。 

(3)外部足場 

建物の外周に施工のために足場を設置する費用で、設置と撤去の架け払い手間、足場

代の損料から構成されます。足場の種別、期間、架け面積を明記し一式計上します。枠組



み足場で上り桟橋等が必要な時は別計上します。期間が短く面積が少ない場合は高所

作業車の使用が合理的な場合もあります。 

(4)内部足場 

脚立足場は一般に 2 台の脚立に足場板を掛渡して使用します。対象床面積を明記し一

式計上します。 

(5)養生 

補修工事では撤去時、施工時を含めて、養生又は災害防止のための計画を十分に検

討して必要な項目を計上します。特に外回り部分の施工においては、周辺建物や立木だ

けでなく、居住者の日常生活への配慮が新築工事以上に必要です。項目としては、シート

養生、仮囲い、防護柵、安全通路、安全備品等あり、それぞれの種別、面積又は長さを明

記し一式計上します。 

(6)片付け・清掃 

内外部の片付け・清掃に要する費用で、対象面積又は必要人工を明記し一式計上します。 

(7)電力・用水 

補修工事では原則が居住者が生活しながらの工事となるので、電気、水道等の借用費

用として使用量を計上します。上記以外で必要がある場合は所轄の電力会社、水道局へ

の申請料・設備工事費・使用料金を仮設電気・水道費等として計上します。 

(8)仮設建物 

補修工事の規模、内容等により現場事務所、現場工作所、倉庫、仮設トイレ、警備員詰

所等が必要となる場合もあります。 

(9)運搬 

足場材等の仮設材と建設機械等の運搬費を車両の種別(ｔ数)、日数を明記し一式計上

します。 

 

上記以外は新築工事の仮設と同様です。 

 

2.2.2 撤去工事 

補修工事では、必ず何らかの撤去工事を伴い、建物全体の解体と比較して作業条件が悪

くコスト高になる場合があります。建物の部分撤去は、残す部分への影響範囲や作業スペ

ースについての制約が多いのをはじめ、居住者が生活している中での撤去工事の場合は、

作業方法にも制約を受けます。 

 

撤去工事は、以下のように大別できます。 

 

(1)簡単な取り外し、はがし 

ふすま、障子、木製ドア、たたみ、樋、瓦等の取り外し、トタン板、羽目板、クロス等のはが

し等、下地を生かす撤去です。必要人工又は対象面積を計上します。 



(2)建物各部分の撤去 

下地(下地板又は下地組を含む)共の屋根、外壁、内部床、壁、天井、枠共のサッシ・ドア

等の撤去です。必要人工又は対象面積を計上します。 

(3)構造体の撤去 

木造軸組み、床組み、ブロック、RC、Ｓ造の壁等、構造体の撤去です。木造構造体の撤

去に際して、柱･梁材等のリサイクルや入居者対応の観点から手こわしとする等、現場状況

を判断して適切な撤去方法による積算が必要です。また、仕上材、下地、開口部の撤去と

一連の作業となる場合は重複計上に注意します。必要人工又は対象面積を計上します。 

(4)はつり 

モルタル、コンクリート、タイル面のはつり、穴あけです。必要人工、対象面積又は箇所数

を計上します。 

(5)機器撤去 

浴槽、便器、流し台等の機器の撤去です。箇所数又は必要人工を計上します。 

(6)コンクリート撤去 

補修工事の場合はハンドブレーカー等によるコンクリート撤去です。有筋、無筋を明記し

体積(ｍ3)を計上します。 

 

(撤去材処分) 

撤去した廃材を建設廃棄物としてコンクリート塊、木くず等別にそれぞれ処分先を決め、

運搬、処分費までを一式で計上します。 

 

2.2.3 工事外費用 

補修工事では、居住者が生活をしながらの工事となる場合があるため、居住者に対する配

慮が必要となります。仮設トイレ・浴室・倉庫等の設置、家具等の移動費、仮住まいをする場

合の仮住まい費用等状況に応じて検討します。本工事積算シートでは計上していません。 

 

2.2.4 設計費用等 

補修工事の内容によっては事前に設計及び確認申請等が必要な場合も生じます。また、第

三者による工事監理及び調査、検査等も状況に応じて検討します。本工事積算シートでは計

上していません。 

 

2.3 数量の計測・計算 

2.3.1 数量の計測・計算の基準 

建築工事の数量積算基準としては建築数量積算基準研究会による｢建築数量積算基

準｣が広く一般の積算基準として使用されています。ただ、この基準は総則のなかで｢本基

準は建築価格を積算するための建築数量の計測・計算方法を示すものであって RC 造、

SRC 造、壁式構造などの一般的な建築物について定めたものである｣とあり、木造は対象

になってはいません。木造に対しては明解な基準はなく、各社、各様に積算されているの

が実情です。しかし、前述の｢建築数量積算基準｣は木造に対して部位の規定は違っても

数量の計測・計算においては十分に対応できます。 



2.3.2 単位 

単位は以下を標準とします。 

(１)個数  (ケ所、本、組、枚) 

(2)時間  (日、人工) 

(3)長さ   (ｍ) 

(4)面積  (ｍ2) 

(5)体積  (ｍ3) 

(6)重量  (ｔ、㎏) 

(7)その他 (一式) 

2.3.3 数量 

(1)設計数量 

・設計図書より示された設計寸法から計測又は計算される数量。 

(2)計画数量 

・仮設工事や土工事のように施工計画に基づいて算出した数量。 

(3)所要数量 

・定着寸法による切り無駄や施工上のロスを含んだ実際に必要な数量。 

2.3.4 単価 

(1)材料単価 

・単位当りの材料費です。材料単価は数量の多寡、製造場所、輸送費等の地域条件 

により定められています。 

(例) コンクリート   12,000 円/ｍ3 

(2)複合単価 

・単位当りの材料費、労務費、機械器具損料、下請経費を組み合わせた単価。 

(例) せっこうボード(1ｍ2 当り) 

        材料費       1.05ｍ2×  300 円＝     315 円 

        施工費(内装工) 0.05   ×15,000 円＝    750 円 

        副資材(くぎ)   0.025  × 3,000 円＝     75 円 

                                  計 1,140 円 

2.3.5 合成単価 

・材料ごとに区分しないで、下地から表面仕上げまでを含めた、いくつかの複合単価

を合成した単価。 

(例) 内装工事(1ｍ2 当り) 

せっこうボード複合単価         1,140 円 

塗装複合単価                600 円 

  計 1,740 円／ｍ2 

(最低料金) 

補修工事では工事規模により最低料金の概念も必要となります。ある一定規模以下の

工事では(数量×単価)では採算的に合わなくなるため、最低料金の基準を決めて、それ

以下の場合は一定規模水準の金額とすることです。最低料金には工事費としての最低費

用と材料費、人件費等個々の費用の最低料金があります。工事費と人件費の基本的な考

え方は半日あるいは１日の施工規模を基準として、それ以下の場合は半日あるいは１日と

カウントします。材料費は材料取引の最低単位が一つの基準です。 

 



2.4 部位別区分による内訳書式 

補修工事の特性から補修工事の積算については、以下の部位別区分による内訳書

式が使用される場合もあります。 

一般的には新築工事での積算書式は工種別書式が多く、木工事、左官工事のよう

に職種別に分けて書かれています。これは工種別にコストの把握ができるため、コ

スト管理、原価管理に適しているためです。 

これに対して部位別区分による内訳書式は壁、天井等と部位別に項目を整理して

書かれてあります。完成した出来形との対応が取れているため施工知識の少ない発

注者側にもわかりやすい書式といえます。 

補修工事は建物の屋根や内装等の部位ごとの工事になる場合があるため、こうし

た工事内容ごとのコスト把握に便利なこと、さらに工事変更に対しても金額の変更

を説明しやすく理解しやすいので補修工事の積算に適しています。 

部位別書式では木工事、左官工事、タイル工事、塗装工事といった工種区分から、

基礎、躯体、屋根、外装、内装といった建物の部位別に区分され表現しています。

木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造の場合の部位別区分と工種別区分との関係は以

下のようになります。 

 

(木造) 

部位別区分 工種別区分 

1.基礎 土工 

コンクリート 

2.躯体 型枠 

鉄筋 

3.屋根 木 

石・タイル 

4.外装 屋根・金属 

 

左官 

5.内装 木製・金属製建具 

ガラス 

6.開口部 塗装・吹付け 

内装 

7.雑 雑 

 

 



 

(RC造)  

部位別区分 工種別区分 

  

1.基礎 土工  

 コンクリート 

2.躯体 型枠  

 鉄筋  

3.屋根 木  

 石・タイル  

4.外装 屋 根 ・ 金

属 

 

 左官  

5.内装 木製・金属製建具 

 ガラス  

6.開口部 塗装・吹付け 

 内装  

7.雑 雑  

  

 

 

(鉄骨造)  

部位別区分 工種別区分 

  

1.基礎 土工  

 コンクリート 

 型枠  

 鉄筋  

2.躯体 鉄骨  

 ALC  

3.屋根 木  

 石・タイル  

4.外装 屋 根 ・ 金

属 

 

 左官  

5.内装 木製・金属製建具 

 ガラス  

6.開口部 塗装・吹付け 

 内装  

7.雑 雑  

  

 



 

第Ⅲ章 補修工事の積算項目 

 

1．補修工事費積算項目リストの解説 
 

 1.1 リストの読み方 

• 補修工事費積算項目リストでは、縦軸に工事内訳項目を、横軸に工事手順を整

理し、それぞれの対応の把握を容易にしています。 
• 縦軸は、下表の No.1～16 の不具合部位／事象ごとに工事内訳項目すべてを示

し、鉄筋コンクリート造住宅は 16 種類となっています。 
• 補修工事費積算項目リストにおいて、各補修工事に該当する積算項目を一列目

に示し、各工事手順の費用が見込まれている積算項目をそれ以降に示していま

す。 
• 全ての工事内訳項目をコード化し、その一覧表を次項に示しています。 
 

No 不具合部位/事象 記号 

1 基礎（Ｋ） 基礎の沈下 K-1 

2 床（Ｆ） 床の傾斜 F-1 

3  床のたわみ F-2 

4  床鳴り F-3 

5  内装仕上材のひび割れ、はがれ等 F-４ 

6 外壁（Ｇ） 外壁の傾斜 G-1 

7  外壁のひび割れ・欠損 G-2 

8 内壁（Ｎ） 内壁の傾斜 N-1 

9  内壁仕上材のひび割れ、はがれ等 N-2 

10 天井（Ｃ） 天井のたわみ C-1 

11  内壁仕上材のひび割れ、はがれ等 C-2 

12 建具（Ｔ） 建具の開閉不良 T-1 

13 漏水・結露（Ｗ） 降雨による漏水 W-1 

14  設備からの漏水 W-2 

15  結露 W-3 

16 騒音（Ｖ） 騒音 V-3 

 



 

２．補修工事費積算項目リスト一覧表 

鉄筋コンクリート造住宅の補修工事費積算項目リストは、以下の各補修工事方法に該当する積算項目

を示しています。ただし、補修工事費積算項目リスト上では各補修工事方法に対応する以下の工事 No.
のみを示しています。 

補修工事方法 工事No. 
基礎（Ｋ）  
基礎のジャッキアップ＋鋼管圧入工法 K-1-1 
基礎のジャッキアップ＋既設杭再圧入工法 K-1-2 
基礎のジャッキアップ＋耐圧版工法 K-1-3 
非流動性グラウト圧入工法 K-1-4 

床（Ｆ）  
（ジャッキアップ＋）ピン柱による梁の補強 F-1-1 
梁の鋼板張付け補強 F-1-2 
梁の繊維シート接着補強 F-1-3 
（ジャッキアップ＋）梁の増打ち工法 F-1-4 
スラブ上面増打ち工法 F-2-1 
スラブ下面鋼板張工法 F-2-2 
スラブ下面繊維シート接着補強 F-2-3 
（ジャッキアップ＋）スラブ下面鉄骨小梁新設 F-2-4 
床下地・仕上材の張替え F-3-1 
フローリングの張替え F-4-1 
ビニル床シートの張替え F-4-2 
カーペットの張替え F-4-3 

外壁（Ｇ）  
柱の増打ち工法 G-1-1 
柱の鋼板巻き工法 G-1-2 
柱の繊維シート接着補強 G-1-3 
壁の打直し工法（外壁） G-1-4 
壁の増打ち工法（外壁・耐震壁） G-1-5 
樹脂注入工法 G-2-1 
Ｕカットシール材充填工法 G-2-2 
シール工法 G-2-3 
充填工法 G-2-4 
躯体改修工法 G-2-5 
打直し工法 G-2-6 
タイル張替え工法 G-2-7 
アンカーピンニング工法 G-2-8 
ひび割れの進行防止 G-2-9 
塗装・吹付け直し G-2-10 
ＡＬＣパネルの張替え G-2-11 
表面処理剤の塗布（ＡＬＣパネル） G-2-12 
Uカットモルタル充填工法（ＡＬＣパネル） G-2-13 
Uカットシール材充填工法（ＡＬＣパネル） G-2-14 



 

補修工事方法 工事No. 
充填工法（ＡＬＣパネル） G-2-15 
塗装・吹付け直し（ＡＬＣパネル） G-2-16 

内壁（Ｎ）  
下地材・仕上材の取替え（内壁部） N-1-1 
仕上材の張替え（内壁部） N-2-1 

天井（Ｃ）  
天井下地材・仕上材の張替え C-1-1 
天井仕上材の張替え C-2-1 

建具（Ｔ）  
丁番の取付け調整 T-1-1 
丁番の取替え T-1-2 
ラッチボルト受金物の調整 T-1-3 
錠の取替え T-1-4 
戸車の調整・取替え T-1-5 
建具の反直し・取替え T-1-6 
敷居のレベル調整 T-1-7 
建具上桟削り調整 T-1-8 
建具枠の取替え T-1-9 

降雨による漏水（Ｗ－１）  
パラペット笠木の補修 W-1-1 
パラペットの打直し、防水層の再施工 
（アスファルト防水・改質アスファルトシート防水） W-1-2 

パラペットの水切り設置、防水層立上がり部の再施工 
（アスファルト防水） W-1-3 

防水層平場の再施工（アスファルト防水） W-1-4 
ドレンの取付け直し（アスファルト防水） W-1-5 
配管再固定の上、シーリング打替え W-1-6 
屋上開口部回りのシーリング打替え W-1-7 
水切り板の取付け W-1-8 
外部建具の取付け直し W-1-9  
配管外壁貫通部回りのシーリング打替え W-1-10 
打継ぎ部のシーリング打替え W-1-11 
ひび割れ補修の上、塗膜防水 W-1-12 
手すりの取付け直し W-1-13 
防水立上がりの確保 W-1-14 
ドレンの増設、オーバーフロー管の新設 W-1-15 
パラペットの補修と防水層の再施工（シート防水） W-1-16 
パラペットの水切り設置、防水層立上がり部の再施工 
（シート防水） W-1-17 

防水層平場の再施工（シート防水） W-1-18 
ドレンの取付け直し（シート防水） W-1-19 
シーリング再充填工法 W-1-20 



 

補修工事方法 工事No. 
パラペットの補修と防水層の再施工（改質アスファルトシート防水） W-1-21 
パラペットの水切り設置、防水層立上がり部の再施工（改質アスファ

ルトシート防水） W-1-22 

防水層平場の再施工（改質アスファルトシート防水） W-1-23 
ドレンの取付け直し（改質アスファルトシート防水） W-1-24 
パラペットの補修と防水層の再施工（ウレタン塗膜防水） W-1-25 
防水層平場の再施工（ウレタン塗膜防水） W-1-26 
ドレンの取付け直し（ウレタン塗膜防水） W-1-27 
防水層平場の再施工（かぶせ工法・保護層、防水層非撤去）（アスファ

ルト防水・改質アスファルトシート防水） 
W-1-28 

設備からの漏水（Ｗ－２）  
混合水栓の接続部品の交換 W-2-1 
給湯配管の取替え、再固定    W-2-2 
給水・給湯配管接続部のガスケット交換 W-2-3 
継手の交換 W-2-4 
大便器と排水配管接続部の取付け直し W-2-5 
給水配管ルートの変更 W-2-6 
腐食を発生させない管・継手の組合せに取替え   W-2-7 
排水配管を耐食性の良い配管に取替え W-2-8 
洗濯機防水パン・トラップの取付け直し W-2-9 

結露（Ｗ－３）  
断熱材の不連続部分の補修 W-3-1 
防露型の便器・ロータンクに交換 W-3-2 
結露受、結露排水口の追加   W-3-3 
熱交換型換気扇の設置 W-3-4 
湿度連動型換気扇の設置 W-3-5 
台所に換気扇連動給気口を設置 W-3-6 
給水配管・排水配管等の防露被覆 W-3-7 

騒音（V－３）  
換気扇・ダクト等の交換工事 V-3-1 
水栓の取付け直し V-3-2 
器具用通気弁の取付け V-3-3 

 



 3.補修工事費積算項目リスト

内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

遣り方 01007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外壁仕上げ撤去 02007 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

03.基礎工事 山留め 03001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

根切り 03002 ㎥ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埋戻し 03003 ㎥ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設発生土処分 03004 ㎥ ○ ○ ○ ○ ○ ○

砕石地業 03022 ㎥ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水替え 03005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

鋼管取付け 03006 本 ○ ○ ○ ○

既設杭再圧入 03008 式 ○ ○

耐圧版打設 03009 式 ○ ○ ○

杭施工 03007 式 ○ ○

油圧ジャッキ設置、取外し 03011 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジャッキアップ 03012 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

サンドル取付け 03014 式 ○ ○ ○

定着コンクリート打設 03015 式 ○ ○ ○ ○

無収縮モルタル圧入 03016 ㎥ ○ ○ ○ ○

非流動性グラウト圧入 03017 式 ○ ○

コンクリート打設 03020 ㎥ ○ ○

型枠組み 03021 ㎡ ○ ○

異形鉄筋組み 03023 ｔ ○ ○

基礎スラブ穴開け、穴埋め 03029 式 ○ ○

発泡モルタル充填 03030 ㎥ ○ ○

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○
09.設備工事 電気設備 09001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給排水設備 09002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガス設備 09003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具撤去 02014 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎥ ○ ○

無収縮モルタル圧入 04051 ㎥ ○ ○ ○ ○ ○ ○

型枠組み 04048 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○

異形鉄筋組み 04049 ｔ ○ ○ ○ ○

あと施工アンカー取付け 04081 式 ○ ○ ○ ○

ジャッキアップ 04093 式 ○ ○ ○ ○ ○

コンクリート目荒らし 04066 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補強鋼板取付け 04054 式 ○ ○

ひび割れ部補修 04076 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

繊維シート張付け 04055 ㎡ ○ ○

耐火被覆 04056 ㎡ ○ ○ ○ ○

端部アングル留め 04057 m ○ ○

06.外装工事 床仕上げ 06011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 06002 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

08.建具工事 外装建具取付け 08003 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内装建具取付け 08002 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09.設備工事 電気設備 09001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給排水設備 09002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガス設備 09003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事科目
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具撤去 02014 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎥ ○ ○

無収縮モルタル圧入 04051 ㎥ ○ ○

型枠組み 04048 ㎡ ○ ○

異形鉄筋組み 04049 ｔ ○ ○

あと施工アンカー取付け 04081 本 ○ ○

ジャッキアップ 04093 式 ○ ○ ○

補強鋼板取付け 04054 式 ○ ○

ひび割れ部補修 04076 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

繊維シート張付け 04055 式 ○ ○

コンクリート目荒らし 04066 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

耐火被覆 04056 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スラブ溝掘り 04058 m ○
エポキシモルタル詰め 04059 m ○ ○

鉄筋埋込み 04060 本 ○ ○

軽量モルタル打設 04061 ㎥ ○ ○

鉄骨小梁新設 04036 式 ○ ○

06.外装工事 床仕上げ 06011 ㎡ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 06002 ㎡ ○ ○ ○ ○

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具枠取付け 07011 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○

08.建具工事 外装建具取付け 08003 ヶ所 ○ ○ ○ ○

内装建具取付け 08002 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09.設備工事 電気設備 09001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給排水設備 09002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガス設備 09003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
幅木撤去 02016 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
07.内装工事 床下地処理 07005 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幅木取付け 07009 m ○ ○ ○ ○ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事科目
工事概要

1
.事

前
調

査

F-3-1

7
.清

掃

4
.床

下
地

材
の
施

工

5
.床

仕
上

材
の
施

工

積
算
項
目

工事手順

6
.幅

木
の
復

旧

2
.床

下
地

材
・
仕

上
材

の
撤

去

3
.コ

ン
ク
リ
ー

ト
下

地
の
水

平
の
確

保
（
直

床
仕

上
げ
の
場

合
）

1
.事

前
調

査

2
.カ

ー
ペ

ッ
ト
の
撤

去

1
.事

前
調

査

2
.床

材
の
撤

去

3
.ビ

ニ
ル
床

シ
ー

ト
の
張

付
け

4
.幅

木
の
復

旧

4
.壁

・
幅

木
の
復

旧

5
.清

掃

積
算
項
目

5
.最

終
確

認

　Ｆ－４　内装仕上材のひび割れ、はがれ等

F-4-1 F-4-2 F-4-3

3
.カ

ー
ペ

ッ
ト
の
張

付
け

4
.清

掃

ＲＣ造
　Ｆ－３　床鳴り

工事手順

3
.フ

ロ
ー

リ
ン
グ
の
張

付
け

1
.事

前
調

査

2
.フ

ロ
ー

リ
ン
グ
の
撤

去

工事手順

積
算
項
目

工事手順

積
算
項
目



内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外壁仕上げ撤去 02007 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具撤去 02014 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎥ ○ ○ ○ ○

無収縮グラウト圧入 04062 ㎥ ○ ○ ○ ○

型枠組み 04048 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異形鉄筋組み 04049 ｔ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひび割れ部補修 04076 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

割裂防止補強筋 04064 ｔ ○ ○ ○ ○

あと施工アンカー取付け 04081 本 ○ ○ ○ ○

補強鋼板取付け 04054 ｔ ○ ○

コンクリート目荒らし 04066 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○

膨張グラウト圧入 04063 ㎥ ○ ○ ○ ○

繊維シート張付け 04055 ㎡ ○ ○

スリット復旧 04065 式 ○ ○

耐火被覆 04056 ㎡ ○ ○ ○ ○

下地処理 04092 ㎡ ○ ○

シアコネクター取付け 04068 本 ○ ○

端部アングル留め 04057 m ○
06.外装工事 床仕上げ 06011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 06002 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吹付仕上げ等 06014 ㎡ ○ ○

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

08.建具工事 外装建具取付け 08003 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内装建具取付け 08002 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 外壁仕上げ撤去 02007 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既存塗膜撤去 02050 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既設タイル撤去 02030 ㎡ ○ ○

ＡＬＣパネル撤去 02023 ㎡
撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎥ ○ ○

型枠組み 04048 ㎡ ○ ○ ○

異形鉄筋組み 04049 ｔ ○ ○

コンクリートはつり 04067 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

エポキシ樹脂注入 04069 m ○ ○ ○ ○

補修面清掃 04078 ㎡ ○ ○

防錆処理塗装 04071 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

各種抑制材塗布 04072 式 ○ ○

欠損部充填 04073 式 ○ ○ ○ ○

ひび割れ部清掃 04077 m ○ ○

06.外装工事 シール材充填 06027 m ○ ○

モルタル充填 06023 m
壁下地処理 06001 ㎡ ○ ○ ○ ○

シール材塗布 06028 m ○ ○

壁下地調整塗材 06015 ㎡ ○ ○ ○ ○

防錆ペースト塗材 06021 式 ○
アンカーピンニング工法 06035 式
壁仕上げ 06002 ㎡ ○ ○

下地モルタル塗布 06025 ㎡ ○ ○

伸縮調整目地 06038 m ○ ○

目地掘込欠損部補修 06041 m
吹付仕上げ等 06014 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＬＣパネル取付け 06013 ㎡
浸透性強化材塗布 06016 ㎡
壁防錆材塗布 06017 ㎡
ひび割れ部モルタル充填 06029 式

07.内装工事 壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式
養生 01002 式
運搬 01003 式
整理清掃 01004 式
災害防止 01005 式
電力用水 01006 式
足場設置 01008 式
その他 01010 式

02.撤去工事 外壁仕上げ撤去 02007 ㎡
既存塗膜撤去 02050 ㎡
既設タイル撤去 02030 ㎡
ＡＬＣパネル撤去 02023 ㎡
撤去材処分 02058 式

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎥
型枠組み 04048 ㎡
異形鉄筋組み 04049 ｔ
コンクリートはつり 04067 式
エポキシ樹脂注入 04069 m
補修面清掃 04078 ㎡
防錆処理塗装 04071 式
各種抑制材塗布 04072 式
欠損部充填 04073 式
ひび割れ部清掃 04077 m

06.外装工事 シール材充填 06027 m
モルタル充填 06023 m
壁下地処理 06001 ㎡
シール材塗布 06028 m
壁下地調整塗材 06015 ㎡
防錆ペースト塗材 06021 式
アンカーピンニング工法 06035 式
壁仕上げ 06002 ㎡
下地モルタル塗布 06025 ㎡
伸縮調整目地 06038 m
目地掘込欠損部補修 06041 m
吹付仕上げ等 06014 ㎡
ＡＬＣパネル取付け 06013 ㎡
浸透性強化材塗布 06016 ㎡
壁防錆材塗布 06017 ㎡
ひび割れ部モルタル充填 06029 式

07.内装工事 壁仕上げ 07004 ㎡
10.総合仮設 準備 10001 式

運搬 10002 式
整理清掃 10003 式
電力用水 10004 式
仮設建物設置 10005 式
工事施設設置 10006 式
機械器具 10007 式
環境安全 10008 式
その他 10009 式

11.諸経費 現場経費 11001 式
一般管理費等 11002 式

工事科目
工事概要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式
養生 01002 式
運搬 01003 式
整理清掃 01004 式
災害防止 01005 式
電力用水 01006 式
足場設置 01008 式
その他 01010 式

02.撤去工事 外壁仕上げ撤去 02007 ㎡
既存塗膜撤去 02050 ㎡
既設タイル撤去 02030 ㎡
ＡＬＣパネル撤去 02023 ㎡
撤去材処分 02058 式

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎥
型枠組み 04048 ㎡
異形鉄筋組み 04049 ｔ
コンクリートはつり 04067 式
エポキシ樹脂注入 04069 m
補修面清掃 04078 ㎡
防錆処理塗装 04071 式
各種抑制材塗布 04072 式
欠損部充填 04073 式
ひび割れ部清掃 04077 m

06.外装工事 シール材充填 06027 m
モルタル充填 06023 m
壁下地処理 06001 ㎡
シール材塗布 06028 m
壁下地調整塗材 06015 ㎡
防錆ペースト塗材 06021 式
アンカーピンニング工法 06035 式
壁仕上げ 06002 ㎡
下地モルタル塗布 06025 ㎡
伸縮調整目地 06038 m
目地掘込欠損部補修 06041 m
吹付仕上げ等 06014 ㎡
ＡＬＣパネル取付け 06013 ㎡
浸透性強化材塗布 06016 ㎡
壁防錆材塗布 06017 ㎡
ひび割れ部モルタル充填 06029 式

07.内装工事 壁仕上げ 07004 ㎡
10.総合仮設 準備 10001 式

運搬 10002 式
整理清掃 10003 式
電力用水 10004 式
仮設建物設置 10005 式
工事施設設置 10006 式
機械器具 10007 式
環境安全 10008 式
その他 10009 式

11.諸経費 現場経費 11001 式
一般管理費等 11002 式

工事科目
工事概要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 内壁下地撤去 02010 ㎡ ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○

07.内装工事 壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○

壁下地処理 07003 ㎡ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○

内壁下地撤去 02010 ㎡ ○ ○

床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○

建具枠撤去 02025 m ○ ○ ○

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○

壁下地処理 07003 ㎡ ○ ○

建具枠取付け 07011 ヶ所 ○ ○

敷居のレベル調整 07025 式 ○ ○

08.建具工事 建具反直し 08007 ヶ所 ○ ○

戸車調整 08008 ヶ所 ○ ○

戸車取替え 08009 ヶ所 ○ ○

錠取替え 08010 ヶ所 ○ ○

丁番取替え 08012 ヶ所 ○ ○

建具取替え 08004 ヶ所 ○ ○ ○

建具建込み調整 08005 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具上桟削り調整 08006 式 ○ ○

ラッチボルト受金物の調整 08013 ヶ所 ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○

07.内装工事 天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○ ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○

外壁仕上げ撤去 02007 ㎡ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○

下地モルタル撤去 02021 ㎡ ○ ○

パラペットコンクリート撤去 02032 ㎥ ○ ○

アスファルト防水撤去 02046 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

改質アスファルトシート防水撤去 02049 ㎡
押えコンクリート撤去 02024 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具撤去 02014 ヶ所 ○ ○

ドレン管撤去 02041 m ○ ○

ドレン管撤去 02041 ヶ所 ○ ○

シール材撤去 02026 m ○ ○ ○ ○ ○ ○

手摺撤去 02027 m ○ ○

笠木撤去 02031 m ○ ○

防水押え金物撤去 02044 m ○ ○

防水押え金物（固定金物）撤去 02045 m
ふさぎ材撤去 02033 式 ○ ○

水切り撤去 02043 m ○ ○

トップライト取外し 02057 ヶ所 ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外壁仕上げ撤去 02007 式 ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 式 ○ ○

防水シート撤去 02048 ㎡
ウレタン塗膜防水撤去 02051 ㎡

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎡ ○ ○ ○

型枠組み 04048 ㎡ ○ ○

異形鉄筋組み 04049 ｔ ○ ○

あと施工アンカー取付け 04081 式 ○ ○

シール材充填 04091 m ○ ○

打継ぎ目地の新設 04079 m ○ ○

ひび割れ部補修 04076 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

溶接金網取付け 04080 ㎡ ○ ○

欠損部補修 04074 ㎡
06.外装工事 シール材充填 06027 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モルタル充填 06023 m ○ ○

発錆部ケレン掛け 06020 式 ○ ○

下地モルタル塗布 06025 ㎡ ○ ○

壁仕上げ 06002 ㎡ ○ ○ ○ ○

塗膜防水処理 06072 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プライマー塗布 06019 ㎡
立上り仕上げ 06047 m ○ ○

ドレン管回りモルタル詰め 06062 ヶ所 ○ ○

ひび割れ部補修 06030 式 ○ ○

笠木取付け 06053 m ○ ○

手摺取付け 06055 m ○ ○

支柱穴補修 06031 式
立上りコンクリート打設 06049 m
アスファルト防水処理 06077 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

改質アスファルトシート防水取付け 06078 ㎡ ○ ○

押えコンクリート打設 06032 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウレタン塗床 06022 ㎡
オーバーフロー管取付け 06059 式
ドレン取付け 06058 ヶ所 ○ ○

コンクリートはつり 06036 ㎡
コンクリートけれん 06037 ㎡ ○ ○ ○ ○

防水押え金物取付け 06052 m ○ ○ ○ ○ ○

伸縮調整目地 06038 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防水押えレンガ積み又は乾式保護板取付け 06051 ㎡ ○ ○

立上りモルタル打設 06048 ㎡ ○ ○

打継ぎ目地 06039 m ○ ○ ○

壁塗装 06009 ㎡ ○ ○

水切り目地 06040 m ○ ○

アスファルト系シーリング 06026 m ○ ○

笠木取付け 06053 m ○ ○

アスファルト系下地処理 06018 ㎡ ○ ○ ○ ○

溶接金網取付け 06042 ㎡ ○ ○

床金コテ押え 06043 ㎡ ○ ○

断熱材敷込み 06044 ㎡ ○ ○

ふさぎ材取付け 06045 ヶ所 ○ ○

トップライト取付け 06056 ヶ所 ○ ○

吹付仕上げ等 06014 ㎡ ○ ○ ○ ○

防水シート貼付け 06074 ㎡
水切取付け 06057 m ○ ○

ウレタン塗膜防水処理 06071 ㎡
07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○

額縁取付け 07010 m ○ ○

ドレン管取付け 07026 m ○ ○

08.建具工事 外装建具取付け 08003 ヶ所
外装建具取付け 08003 ヶ所 ○ ○

シール材充填 08017 m ○ ○

09.設備工事 ドレン管の調整 09029 式 ○ ○

配管固定 09008 式 ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式
養生 01002 式
運搬 01003 式
整理清掃 01004 式
災害防止 01005 式
電力用水 01006 式
足場設置 01008 式
その他 01010 式

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡
外壁仕上げ撤去 02007 ㎡
天井仕上げ撤去 02005 ㎡
下地モルタル撤去 02021 ㎡
パラペットコンクリート撤去 02032 ㎥
アスファルト防水撤去 02046 ㎡
改質アスファルトシート防水撤去 02049 ㎡
押えコンクリート撤去 02024 ㎡
建具撤去 02014 ヶ所
ドレン管撤去 02041 m
ドレン管撤去 02041 ヶ所
シール材撤去 02026 m
手摺撤去 02027 m
笠木撤去 02031 m
防水押え金物撤去 02044 m
防水押え金物（固定金物）撤去 02045 m
ふさぎ材撤去 02033 式
水切り撤去 02043 m
トップライト取外し 02057 ヶ所
撤去材処分 02058 式
外壁仕上げ撤去 02007 式
内壁仕上げ撤去 02009 式
防水シート撤去 02048 ㎡
ウレタン塗膜防水撤去 02051 ㎡

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎡
型枠組み 04048 ㎡
異形鉄筋組み 04049 ｔ
あと施工アンカー取付け 04081 式
シール材充填 04091 m
打継ぎ目地の新設 04079 m
ひび割れ部補修 04076 m
溶接金網取付け 04080 ㎡
欠損部補修 04074 ㎡

06.外装工事 シール材充填 06027 m
モルタル充填 06023 m
発錆部ケレン掛け 06020 式
下地モルタル塗布 06025 ㎡
壁仕上げ 06002 ㎡
塗膜防水処理 06072 式
プライマー塗布 06019 ㎡
立上り仕上げ 06047 m
ドレン管回りモルタル詰め 06062 ヶ所
ひび割れ部補修 06030 式
笠木取付け 06053 m
手摺取付け 06055 m
支柱穴補修 06031 式
立上りコンクリート打設 06049 m
アスファルト防水処理 06077 ㎡
改質アスファルトシート防水取付け 06078 ㎡
押えコンクリート打設 06032 ㎡
ウレタン塗床 06022 ㎡
オーバーフロー管取付け 06059 式
ドレン取付け 06058 ヶ所
コンクリートはつり 06036 ㎡
コンクリートけれん 06037 ㎡
防水押え金物取付け 06052 m
伸縮調整目地 06038 m
防水押えレンガ積み又は乾式保護板取付け 06051 ㎡
立上りモルタル打設 06048 ㎡
打継ぎ目地 06039 m
壁塗装 06009 ㎡
水切り目地 06040 m
アスファルト系シーリング 06026 m
笠木取付け 06053 m
アスファルト系下地処理 06018 ㎡
溶接金網取付け 06042 ㎡
床金コテ押え 06043 ㎡
断熱材敷込み 06044 ㎡
ふさぎ材取付け 06045 ヶ所
トップライト取付け 06056 ヶ所
吹付仕上げ等 06014 ㎡
防水シート貼付け 06074 ㎡
水切取付け 06057 m
ウレタン塗膜防水処理 06071 ㎡

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡
壁仕上げ 07004 ㎡
天井仕上げ 07002 ㎡
額縁取付け 07010 m
ドレン管取付け 07026 m

08.建具工事 外装建具取付け 08003 ヶ所
外装建具取付け 08003 ヶ所
シール材充填 08017 m

09.設備工事 ドレン管の調整 09029 式
配管固定 09008 式

10.総合仮設 準備 10001 式
運搬 10002 式
整理清掃 10003 式
電力用水 10004 式
仮設建物設置 10005 式
工事施設設置 10006 式
機械器具 10007 式
環境安全 10008 式
その他 10009 式

11.諸経費 現場経費 11001 式
一般管理費等 11002 式
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工事概要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事手順

6
.最

終
確

認

5
.改

質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
防
水
の
補
修

3
.改

質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
防
水
層
の
不
良
部
分
の
撤
去

4
.コ

ン
ク
リ
ー
ト
ひ
び
割
れ
面
の
補
修

1
.事

前
調

査

2
.破

損
部
を
含
む
施
工
箇
所
の
指
定

工事手順

積
算
項
目

5
.改

質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
防
水
の
施
工

6
.外

壁
仕

上
げ

7
.打

継
ぎ
目
地
の
シ
ー
リ
ン
グ
打
ち

3
.防

水
端
部
の
シ
ー

リ
ン
グ
施

工

4
.最

終
確

認

積
算
項
目

工事手順

1
.事

前
調

査

2
.サ

ッ
シ
、
内
装
仕
上
材
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
層
の
撤
去

9
.押

え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工

1
0
.ウ

レ
タ
ン
塗

布

工事手順

積
算
項
目

工事手順

積
算
項
目

1
0
.最

終
確
認

1
.事

前
調

査

2
.足

場
の
設
置

3
.手

す
り
撤
去

積
算
項
目

　Ｗ－１　降雨による漏水ＲＣ造

1
.事

前
調

査

2
.足

場
の
設
置

3
.手

す
り
撤
去

W-1-21 W-1-22 W-1-23

1
.事

前
調

査

2
.足

場
設

置

8
.最

終
確

認

1
.事

前
調

査

2
.水

切
り
目

地
の
設

置
又

は
金

属
製

笠
木

の
取

付
け

3
.改

質
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄｼ

ｰ
ﾄ防

水
層
の
不
具
合
部
分
の
撤
去

4
.コ

ン
ク
リ
ー
ト
ひ
び
割
れ
面
の
補
修

W-1-20

1
.事

前
調

査

2
.足

場
設

置

8
.最

終
確

認

3
.シ

ー
リ
ン
グ
材
の
撤
去

4
.被

着
面
の
調
整
、
清
掃
、
乾
燥

5
.シ

ー
リ
ン
グ
材
充
填
準
備

6
.シ

ー
リ
ン
グ
材
の
充
填

7
.検

査
確

認

積
算
項
目

W-1-19

1
.事

前
調

査

2
.当

該
ド
レ
ン
の
取
外
し
及
び
周
辺
の
撤
去

7
.最

終
確

認

3
.ド

レ
ン
穴
の
調

整

4
.ド

レ
ン
の
取

付
け

5
.シ

ー
ト
防
水
層
の
重
ね
張
り

6
.ド

レ
ン
周
辺
の
シ
ー

リ
ン
グ
施
工

積
算
項
目

工事手順

W-1-18

1
.事

前
調

査

2
.破

損
部
を
含
む
施
工
箇
所
の
指
定

6
.最

終
確

認

3
.シ

ー
ト
防
水
層
の
不
良
部
分
の
撤
去

4
.コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
面
の
補
修

5
.シ

ー
ト
防
水
の
補
修

工事手順

積
算
項
目

W-1-15

1
.事

前
調

査

2
.新

規
ド
レ
ン
の
設

置
（
※

）

5
.最

終
確

認

積
算
項
目

工事手順

4
.オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
の
取
付
け

工事手順

4
.ア

ン
カ
ー

筋
処

理

5
.新

規
ア
ン
カ
ー

プ
レ
ー
ト
取

付
け

6
.新

規
手

す
り
取
付
け

7
.手

す
り
穴
の
修
復

5
.新

規
手

す
り
取
付
け

8
.支

柱
回
り
の
シ
ー
リ
ン
グ

9
.外

装
再

施
工

積
算
項
目

工事手順

1
0
.最

終
確
認

7
.手

す
り
穴
の
修
復

8
.支

柱
回
り
の
シ
ー
リ
ン
グ

9
.外

装
再

施
工

4
.既

存
取
付
部
の
充
填
処
理

W-1-13 W-1-14W-1-13'

6
.新

規
手

す
り
取
付
け

W-1-17

1
.事

前
調

査

2
.水

切
り
金

属
の
設

置
又

は
金

属
製

笠
木

の
取

付
け

4
.最

終
確

認

3
.防

水
端
部
の
シ
ー
リ
ン
グ
施
工

積
算
項
目

工事手順

W-1-16

1
.事

前
調

査

2
.足

場
設

置

8
.最

終
確

認

5
.シ

ー
ト
防
水
の
施
工

6
.外

壁
仕

上
げ

7
.打

継
ぎ
目
地
の
シ
ー
リ
ン
グ
打
ち

3
.シ

ー
ト
防
水
層
の
不
具
合
部
分
の
撤
去積

算
項
目

工事手順

4
.コ

ン
ク
リ
ー
ト
ひ
び
割
れ
面
の
補
修

3
.立

上
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設

4
.サ

ッ
シ
の
取
付
け

5
.ア

ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
施
工

6
.サ

ッ
シ
枠
回
り
の
モ
ル
タ
ル
充
填

1
1
.内

外
装
仕
上
げ
の
復
旧
及
び
施
工

3
.竪

ど
い
の
取
付
け
（
※
）

1
2
.最

終
確
認

7
.ア

ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
端
部
処
理

8
.一

次
止

水
確

認



内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式
養生 01002 式
運搬 01003 式
整理清掃 01004 式
災害防止 01005 式
電力用水 01006 式
足場設置 01008 式
その他 01010 式

02.撤去工事 床仕上げ撤去 02011 ㎡
外壁仕上げ撤去 02007 ㎡
天井仕上げ撤去 02005 ㎡
下地モルタル撤去 02021 ㎡
パラペットコンクリート撤去 02032 ㎥
アスファルト防水撤去 02046 ㎡
改質アスファルトシート防水撤去 02049 ㎡
押えコンクリート撤去 02024 ㎡
建具撤去 02014 ヶ所
ドレン管撤去 02041 m
ドレン管撤去 02041 ヶ所
シール材撤去 02026 m
手摺撤去 02027 m
笠木撤去 02031 m
防水押え金物撤去 02044 m
防水押え金物（固定金物）撤去 02045 m
ふさぎ材撤去 02033 式
水切り撤去 02043 m
トップライト取外し 02057 ヶ所
撤去材処分 02058 式
外壁仕上げ撤去 02007 式
内壁仕上げ撤去 02009 式
防水シート撤去 02048 ㎡
ウレタン塗膜防水撤去 02051 ㎡

04.躯体工事 コンクリート打設 04047 ㎡
型枠組み 04048 ㎡
異形鉄筋組み 04049 ｔ
あと施工アンカー取付け 04081 式
シール材充填 04091 m
打継ぎ目地の新設 04079 m
ひび割れ部補修 04076 m
溶接金網取付け 04080 ㎡
欠損部補修 04074 ㎡

06.外装工事 シール材充填 06027 m
モルタル充填 06023 m
発錆部ケレン掛け 06020 式
下地モルタル塗布 06025 ㎡
壁仕上げ 06002 ㎡
塗膜防水処理 06072 式
プライマー塗布 06019 ㎡
立上り仕上げ 06047 m
ドレン管回りモルタル詰め 06062 ヶ所
ひび割れ部補修 06030 式
笠木取付け 06053 m
手摺取付け 06055 m
支柱穴補修 06031 式
立上りコンクリート打設 06049 m
アスファルト防水処理 06077 ㎡
改質アスファルトシート防水取付け 06078 ㎡
押えコンクリート打設 06032 ㎡
ウレタン塗床 06022 ㎡
オーバーフロー管取付け 06059 式
ドレン取付け 06058 ヶ所
コンクリートはつり 06036 ㎡
コンクリートけれん 06037 ㎡
防水押え金物取付け 06052 m
伸縮調整目地 06038 m
防水押えレンガ積み又は乾式保護板取付け 06051 ㎡
立上りモルタル打設 06048 ㎡
打継ぎ目地 06039 m
壁塗装 06009 ㎡
水切り目地 06040 m
アスファルト系シーリング 06026 m
笠木取付け 06053 m
アスファルト系下地処理 06018 ㎡
溶接金網取付け 06042 ㎡
床金コテ押え 06043 ㎡
断熱材敷込み 06044 ㎡
ふさぎ材取付け 06045 ヶ所
トップライト取付け 06056 ヶ所
吹付仕上げ等 06014 ㎡
防水シート貼付け 06074 ㎡
水切取付け 06057 m
ウレタン塗膜防水処理 06071 ㎡

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡
壁仕上げ 07004 ㎡
天井仕上げ 07002 ㎡
額縁取付け 07010 m
ドレン管取付け 07026 m

08.建具工事 外装建具取付け 08003 ヶ所
外装建具取付け 08003 ヶ所
シール材充填 08017 m

09.設備工事 ドレン管の調整 09029 式
配管固定 09008 式

10.総合仮設 準備 10001 式
運搬 10002 式
整理清掃 10003 式
電力用水 10004 式
仮設建物設置 10005 式
工事施設設置 10006 式
機械器具 10007 式
環境安全 10008 式
その他 10009 式

11.諸経費 現場経費 11001 式
一般管理費等 11002 式

工事科目
工事概要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事手順

積
算
項
目

工事手順工事手順

積
算
項
目

工事手順

積
算
項
目

1
.事

前
調

査

8
.脱

気
装

置

9
.最

終
確

認

積
算
項
目

工事手順

積
算
項
目

　Ｗ－１　降雨による漏水ＲＣ造

5
.立

上
り
面
の
措
置

6
.ド

レ
ン
回
り
の
措

置

1
.事

前
調

査

5
.ウ

レ
タ
ン
塗

膜
防

水
層

の
重

ね
塗

り

6
.最

終
確

認

2
.当

該
ド
レ
ン
の
取
外
し
及
び
周
辺
の
撤
去

3
.ド

レ
ン
穴
の
調

整

4
.ド

レ
ン
の
取

付
け

2
.施

工
箇
所
の
指
定

3
.下

地
の
補
修
及
び
下
地
調
整

4
.改

修
防
水
層
の
施
工

W-1-28W-1-26

1
.事

前
調

査

2
.破

損
部
を
含
む
施
工
箇
所
の
指
定

6
.最

終
確

認

3
.ウ

レ
タ
ン
塗

膜
防

水
層

の
不

良
部

分
の
撤

去

4
.コ

ン
ク
リ
ー
ト
ひ
び
割
れ
面
の
補
修

5
.ウ

レ
タ
ン
塗

膜
防

水
の
補

修

W-1-27

7
.既

存
目
地
の
措
置

W-1-25

1
.事

前
調

査

2
.足

場
設

置

8
.最

終
確

認

3
.ウ

レ
タ
ン
塗

膜
防

水
層

の
不

具
合

部
分

の
撤

去

4
.コ

ン
ク
リ
ー
ト
ひ
び
割
れ
面
の
補
修

5
.ウ

レ
タ
ン
塗

膜
防

水
の
施

工

6
.外

壁
側

仕
上

げ

7
.打

継
ぎ
目
地
の
シ
ー
リ
ン
グ
打

ち
（
外
壁
側
）

W-1-24

1
.事

前
調

査

2
.当

該
ド
レ
ン
の
取
外
し
及
び
周
辺
の
撤
去

7
.最

終
確

認

3
.ド

レ
ン
穴
の
調

整

4
.ド

レ
ン
の
取

付
け

5
.改

質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ー
ト
防
水
層
の
重
ね
張
り

6
.ド

レ
ン
周
辺
の
シ
ー

リ
ン
グ
施
工



内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床下地撤去 02012 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内壁下地撤去 02010 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井下地撤去 02006 ㎡ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○

防水パン・トラップの撤去 02053 式 ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

07.内装工事 床下地処理 07005 ㎡ ○ ○ ○ ○

床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁下地処理 07003 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天井下地処理 07001 ㎡ ○ ○

天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○

床下地補強 07012 m ○ ○ ○ ○

点検口設置 07028 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09.設備工事 混合水栓の接続部品の交換 09030 ヶ所 ○ ○

給水管交換 09009 m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

排水管交換 09011 m ○ ○ ○ ○ ○ ○

排水管調整 09015 ヶ所 ○ ○ ○ ○

給湯管交換 09010 m ○ ○ ○

ガスケット交換 09031 ヶ所 ○ ○

配管交換 09007 m ○ ○

防水ﾊﾟﾝ・ﾄﾗｯﾌﾟの据付け 09032 式 ○ ○

シール材充填 09038 m ○ ○ ○ ○

継手交換 09033 ヶ所 ○ ○

付属部品取付け 09039 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

便器取付け 09021 ヶ所 ○ ○ ○ ○ ○

フランジ調整 09034 ヶ所 ○ ○

ソケット調整 09035 ヶ所 ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 床下地撤去 02012 ㎡ ○ ○

床仕上げ撤去 02011 ㎡ ○ ○ ○ ○

外壁仕上げ撤去 02007 ㎡ ○ ○ ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建具撤去 02014 ヶ所 ○ ○

既設便器撤去 02054 ヶ所 ○ ○

既設ロータンク撤去 02055 ヶ所 ○ ○

断熱材撤去 02029 ㎡ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04.躯体工事 穴開け 04053 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○

06.外装工事 壁仕上げ 06002 ㎡ ○ ○

07.内装工事 床仕上げ 07006 ㎡ ○ ○ ○ ○

床根太取付け 07013 ㎡ ○ ○

床下地板取付け 07014 ㎡ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○ ○ ○

天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○

断熱材敷込み 07017 ㎡ ○ ○

下地処理 07032 ㎡ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○ ○

08.建具工事 建具取付け 08001 ヶ所 ○ ○

シール材充填 08017 m ○ ○

09.設備工事 配線 09004 m ○ ○ ○ ○ ○ ○

熱交換型換気扇取付け 09016 ヶ所 ○ ○

湿度連動型換気扇取付け 09017 ヶ所 ○ ○

換気扇連動給気口取付け 09018 ヶ所 ○ ○

シール材充填 09038 m ○ ○ ○ ○ ○ ○

給水管被覆 09012 m ○ ○

給湯管被覆 09013 m ○ ○

排水管被覆 09014 m ○ ○

防露型便器取付け 09020 ヶ所 ○ ○

防露型ロータンク取付け 09022 ヶ所 ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内訳項目 コード 単位

01.直接仮設工事 墨出し 01001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

養生 01002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 01003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 01004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害防止 01005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 01006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足場設置 01008 式 ○ ○ ○

その他 01010 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.撤去工事 内壁下地撤去 02010 ㎡ ○ ○

内壁仕上げ撤去 02009 ㎡ ○ ○

天井下地撤去 02006 ㎡ ○ ○

天井仕上げ撤去 02005 ㎡ ○ ○

既設換気扇撤去 02056 式 ○ ○

配管撤去 02040 式 ○ ○ ○ ○

撤去材処分 02058 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

07.内装工事 壁下地処理 07003 ㎡ ○ ○

壁仕上げ 07004 ㎡ ○
天井下地処理 07001 ㎡ ○
天井仕上げ 07002 ㎡ ○ ○

09.設備工事 器具用通気弁取付け 09023 ヶ所 ○ ○

換気扇取付け 09024 ヶ所 ○ ○

グリル取付け 09025 ヶ所 ○ ○

配線 09004 m ○ ○

配管 09005 式 ○ ○

配管 09005 式 ○ ○

シール材充填 09038 m ○ ○ ○ ○ ○ ○

水栓交換 09028 ヶ所 ○ ○

付属部品取付け 09039 式 ○ ○

10.総合仮設 準備 10001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運搬 10002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

整理清掃 10003 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力用水 10004 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮設建物設置 10005 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事施設設置 10006 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械器具 10007 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境安全 10008 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 10009 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11.諸経費 現場経費 11001 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般管理費等 11002 式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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第Ⅳ章 補修費用の目安    

 

１．補修費用の目安の活用方法 

ここでは「補修費用の目安」を活用し、概算工事費を積算する手順の一例を示します。 
［「補修費用の目安」を活用して概算工事費を積算する手順］ 

• 参考とする「補修費用の目安」を選定 
実施する補修工事と類似した工事内容に対応した「補修費用の目安」を選定します。 

• 時点補正 
「補修費用の目安」（2000 年時点）と概算工事費を積算する時点との差異を「表

１ 建設費指数を用いた時点補正」を用いて補正することができます。 
• 地域補正 

「補修費用の目安」は、東京都（区部）において実施される補修工事を想定し

て積算していますが、その他の地域では、「表２ 都市別指数を用いた地域補正」

を用いることによって、地域補正をすることができます。 
• その他、工事費用に影響を及ぼす事項 

上記の時点修正および地域補正の他、「補修費用の目安」の補修工事内容と、概

算の補修工事費用を求める補修工事に、建物の規模・形態、地盤条件、構造、

工事の難易度等、条件の違いがある場合、補修工事費用に影響を及ぼすことが

あるので注意が必要です。 
• 補修工事の概算額の積算 

以上より補修工事の概算工事費を積算することができます。 
 
２.補修費用の目安の活用上の留意点 

「補修費用の目安」に提示されている補修工事費は、参考とする金額であることに、

注意する必要があります。 
住宅紛争処理技術関連資料集で示している工事費用編を活用して、補修工事費を算定

する際、影響のある主な要因を次頁以降の「2.1 時点による補正」「2.2 立地要因による

補正」「2.3 個別の建物要因」に示します。 



2.1 時点による補正 
補修工事費用の形成要因は、時の経過により変動するものであるため、補修工

事費用はその算定の基準となった時点においてのみ妥当するものです。したがっ

て、補修工事費の算定を行うに当っては、「補修費用の目安」から類似の補修工事

を選定後、算定を行う時点の工事費に修正する必要があります。 
ここで、「建築費指数」を用いて積算を行う時点の補修工事費に補正する方法を

示します。 

  
表１：「建築費指数」を用いた時点による補正（2000 年を基準指数 100 とした） 

 

 

仮設
土木/
地業

躯体 仕上 電気 衛生

2002年 97.4 97.6 97.6 98.5 98.4 101.6 95.4 97.5 98.5 96.9

2003年 95.9 96.1 96.7 96.6 97.7 106.4 91.5 94.2 95.9 93.2

2004年 98.2 98.4 100.2 92.7 97.2 126.4 87.9 92.9 94.0 92.2

2005年 97.4 97.6 98.8 89.1 97.0 129.5 84.3 93.7 91.8 94.9

2006年 96.9 97.0 97.8 89.2 98.5 128.7 82.8 94.7 91.8 96.5

2007年 98.4 98.8 99.2 90.5 99.8 132.5 82.9 97.5 93.7 99.9

2008年 106.7 107.7 109.9 91.7 103.7 166.6 83.5 100.6 95.5 103.6

2009年 99.2 99.5 98.8 91.0 101.9 130.3 83.2 101.8 94.9 106.0

（出典：建設物価指数月報2010年3月号）

設備年 工事原価 純工事費 建築

表 1-3 集合住宅 S 造 延床面積 800 ㎡ 3/0 設備[電気、衛生]           （2000 年＝100） 

仮設
土木/
地業

躯体 仕上 電気 衛生 空調

2002年 96.8 96.9 96.9 98.4 98.8 97.5 96.0 96.9 98.6 96.5 95.8

2003年 94.7 94.7 95.0 96.6 98.3 98.1 92.2 93.8 96.3 92.8 91.2

2004年 93.7 93.6 94.2 92.8 97.4 103.4 88.3 92.1 94.2 92.1 88.5

2005年 92.4 92.2 92.2 89.0 96.7 103.9 84.9 92.3 91.7 95.0 87.9

2006年 92.7 92.5 92.2 89.1 97.3 105.8 83.7 93.3 92.1 96.8 88.3

2007年 95.3 95.3 95.3 90.5 98.9 115.0 83.7 95.4 94.1 100.0 89.4

2008年 99.8 100.2 101.0 91.8 103.6 130.7 84.3 97.9 96.0 103.9 90.4

2009年 95.4 95.4 94.3 91.1 99.8 110.5 84.1 98.6 95.4 105.8 93.2

（出典：建設物価指数月報2010年3月号）

設備年 工事原価 純工事費 建築

表1-1 集合住宅 RC造 延床面積5,000㎡ 6/0 設備[電気、衛生、空調、昇降]       （2000年＝100） 

基礎 木工 屋根
金属製
建具

内外装 電気 衛生

2002年 97.1 97.4 97.2 96.9 98.6 99.8 91.6 92.1 98.2 99.3 97.7

2003年 94.8 94.8 94.9 95.6 98.2 99.6 89.6 85.2 94.6 96.2 93.8

2004年 92.9 92.8 92.9 96.3 98.5 96.3 87.8 78.6 92.6 94.6 91.6

2005年 89.2 88.8 87.8 96.3 87.4 96.0 87.4 77.3 93.2 91.5 94.0

2006年 87.6 87.1 85.5 98.4 80.9 96.0 90.5 76.0 93.8 90.7 95.4

2007年 88.7 88.4 86.3 103.9 81.2 96.0 92.3 75.8 97.6 94.0 99.4

2008年 90.1 89.9 87.1 111.2 80.4 96.0 94.2 76.1 101.7 97.2 104.1

2009年 89.5 89.1 85.8 101.5 79.3 95.4 92.9 76.3 103.3 96.6 106.8

（出典：建設物価指数月報2010年3月号）

設備年 工事原価 純工事費 建築

表 1-2 個人住宅 木造 延床面積 125 ㎡ 2/0 設備[電気、衛生]           （2000 年＝100）



2.2 立地要因による補正（地域補正） 

補修工事費用は地域によって異なるため、補修工事費の算定を行うに当っては、

算定を行う地域の工事費に修正する必要があります。 
ここでは、「都市間格差指数」を用いて積算を行う地域の補修工事費に補正する方

法を示します。東京を 100 とした場合の各地域の工事原価水準は、以下のとおりと

なっています。 
 

表２：都市間格差指数を用いた地域補正(東京都を基準指数 100 とした) 

表2-1 集合住宅 RC造 延床面積5,000㎡ 6/0 設備[電気、衛生、空調、昇降]      （東京都＝100） 

工事原価（2008 年） 

東京都 大阪市 名古屋市 福岡市 広島市 高松市 金沢市 新潟市 仙台市 札幌市

100.0 98.2 96.7 94.8 96.4 93.8 97.6 96.1 93.3 95.0 

 
 

表2-2 個人住宅 木造 延床面積 125 ㎡ 2/0 設備[電気、衛生]          （東京都＝100） 

工事原価（2008 年） 

東京都 大阪市 名古屋市 福岡市 広島市 高松市 金沢市 新潟市 仙台市 札幌市

100.0 98.5 98.4 95.9 96.0 94.3 96.7 95.9 94.7 96.5 

 

 

表2-3  構造別平均 S 造           （東京都＝100） 

工事原価（2008 年） 

東京都 大阪市 名古屋市 福岡市 広島市 高松市 金沢市 新潟市 仙台市 札幌市

100.0 98.3 97.2 96.2 96.9 94.9 97.2 96.0 95.1 97.6 

 

 

2.3 住宅の個別建物要因 

補修工事費用は、対象となる住宅の個別的要因を反映するものです。ここでは、

個別的要因として考慮すべきと考えられるものを示しています。 

2.3.1 構造別要因 

住宅の構造（木造・鉄筋コンクリート造・鉄骨造等）により補修費用が異なりま

す。 
2.3.2 規模・形状・品質要因 

補修工事の内容が同一であれば、規模が大きな建物は、スケールメリットから

工事単価が低くなる傾向にあります。 
また、同じ補修工事内容であっても、建物の形状や品質（仕様、程度等）の水

準によって工事単価は変動します。 
2.3.3 敷地条件による補正 

（出典：建設物価指数月報 2010 年 3 月号） 

（出典：建設物価指数月報 2010 年 3 月号） 

（出典：建設物価指数月報 2010 年 3 月号） 



補修費用は、その建設場所の敷地条件の違いによって大きな差が生じる場合が

あります。 

建物が密集した地域では材料搬入の効率の低下、近隣建物への養生、近隣対策、

工事中の危険防止対策などの費用が必要となり、一般に建物が密集していない地

域の工事に比べて、仮設・諸経費等が割高になります。 
2.3.4 地盤条件等による補正 

地盤の良否は、杭・基礎補修工事の内容に大きな影響を及ぼし、採用する工法

によって費用は大きく変動します。 
また、地下水位が高い場合は、排水・山止め・掘削などの土工事の費用が増し、

地下室の防水、防湿工事等の費用が必要となります。 
 

2.4 「建築費指数」の活用とその留意点 

「建築費指数」は、基準時や基準地を 100 として、それぞれの時期や地域による補修

費用の変動を表しています。「建築費指数」を用いることによって、過去の建築費を時点

修正し、都市地域間の格差を推測する事ができます。 

2.4.1 工事費用編に用いる指数 

工事費用編に用いる指数は、「建設物価建築費指数」を採用しています。この理

由は、以下のとおりです。 
(1)時系列及び地域別の両方の指数に対応しており、データの一貫性が保つことが

できる。 

(2)必要に応じて工事費を構成する科目（仮設・土工地業等）や種目（工事原価・

純工事費等）の指数を得ることができる。  
2.4.2 留意点 

建築費指数を活用する際には、下記の点について十分に留意する必要があります。 
(1)「建築費指数」には施工条件、仕様等の個別変動要素は反映されていないため、

指数による補正とあわせて個別要因を把握し、十分注意する必要があります。 

(2)「建築費指数」は一般的な新築工事が対象です。補修工事費は労務費や間接工

事費部分の比率が新築工事費に比べて高くなる傾向にあること等に注意する必

要があります。      



３．補修費用の目安 

鉄筋コンクリート造住宅の補修費用の目安は、以下の 11 種類となっています。 

不具合部位/事象 No. 補修工事名称 工事 No. 

3.1 基礎 1 基礎のジャッキアップ＋鋼管圧入工法 K-1-1 

2 スラブ上面増打ち工法 F-2-1 

3 （ジャッキアップ）＋スラブ下面鉄骨小梁新設 F-2-4 

4 床下地・仕上材の張替え F-3-1 

3.2 床 

5 フローリングの張替え F-4-1 

6 壁の増打ち工法（外壁・耐震壁） G-1-5 

7 樹脂注入工法 G-2-1 

3.3 外壁 

8 タイル張替え工法 G-2-7 

3.4 天井 9 天井下地材・仕上材の張替え C-1-1 

10 防水層平場の再施工 W-1-4 3.5 漏水・結露 

11 断熱材の不連続部分の補修 W-3-1 

 



３．１ 基礎 

１．基礎のジャッキアップ＋鋼管圧入工法 

 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
基礎のジャッキアップ＋鋼管圧入工法 Ｋ－１－１ 

不具合の程度 建物全体の不同沈下（50mm～150mm）が発生 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：①ほぼ平坦な敷地 

②工事用車両の進入が可能 

③建物外周部に 2.0ｍ～2.5ｍ程度の空きがある 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）床面積：約８００㎡（200 ㎡/階） 

  ﾊ）仕上等 

部 位 仕上げ 備 考 

１階床(住戸) 乾式二重床下地複合フローリング張り － 

（ﾊﾞﾙｺﾆｰ・廊下） 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 130mm～150mm下地防水モルタル金ｺﾃ押え － 

基礎(外部) コンクリート下地モルタル刷毛引き － 

  ﾆ）基礎：鉄筋コンクリート造直接基礎（べた基礎） 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：１階の玄関部以外の柱部（10 ヶ所） 

鋼管：2×406.4φ (t=9mm L=10m SKK400)  

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 

・柱部（杭設置）回り 1.5m 程度の範囲の掘削、埋戻し 

・鋼管圧入等（ジャッキアップ建物レベル調整）新規施工 

・杭頭フーチング新規増設 

付帯する工事 ・床下設備配管は一旦切離し、再接続（ガス・水道・給排水） 

備  考 
・上記外の電気設備及び屋外設置設備等は工事範囲外 

・建物外周は芝生程度 ・残土場内処分可能 ・地下水位 GL-３m 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～④を条件として、工事業者より見積りを徴集（4社）。 

・見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（0社）。 

･見積り金額の平均値を求め、平均値との差が小さいものから順に３社を抽出し、 

その最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。        ②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

③工事用仮設電力・水道費は含まない。④居住者の移転費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

1,600 万円～2,500 万円  （3 社）（平成１２年４月現在） 

ＲＣ造 基礎の沈下 



（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）安全対策等の程度（養生方法、範囲等）ﾊ）ジャッキアップ工事等の外部委託の程度 

  ﾛ）使用機材の数量、能力（ジャッキ等） ﾆ）フーチングの仕様設定等（掘削の程度等） 

（c）工期 

２ヶ月間程度 

 

C．参考図 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
基礎のジャッキアップ＋鋼管圧入工法 Ｋ－１－１ 

不具合の程度 建物全体の不同沈下（50mm～150mm）が発生 
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基礎断面

ﾊﾞﾙｺﾆｰ側 室内側 

＊①～④通り耐震壁の中央付近に各 1本の杭

設置も想定されるが、設定は上図とする。 

玄関ホール 

沈下レベル－150 



３．２ 床 

２．スラブ上面増打ち工法 

 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
スラブ上面増打ち工法 Ｆ－２－１ 

不具合の程度 スラブと小梁取合い部のひび割れにより 3階住戸の床にたわみが発生 

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部）    

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

天井(居間) コンクリート面補修の上ビニルクロス張り 

床 (居間) 乾式二重床下地複合フローリング 12mm 張り 

壁 (居間) 
せっこうボード 12mm 下地ビニルクロス張り 

（建具は両面ビニルクロス張りフスマ） 

木製既製品回り縁 

木製既製品幅木  

Ｈ＝60mm 

（c）補修工事の発注形態：住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：３階居間スラブと小梁取合い部（ひび割れ範囲） 

洋室及び居間の床（約 35 ㎡） 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 

・３階洋室及び居間の床材の全面除去、新規張替え 

・３階洋室及び居間の小梁回り壁材全面除去、新規張替え 

・ひび割れ部約 0.5m×3m 鉄筋（かすがい形）補強：15-φ13 (SR234) 

・３階洋室及び居間のスラブ面に軽量 1種ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち 75mm 

増打部鉄筋：D13＠150(SD295A)  コンクリート：Lc＝21N/mm２ 

付帯する工事
・２階居間の天井照明器具取外し、再取付け 

・流し台の取外し、再取付け 

備  考 ・上記外の設備等は工事範囲外 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～④を条件として、工事業者より見積りを徴集（4社）。 

・見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。        ②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

③工事用仮設電力・水道費は含まない。④居住者の移転費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

210 万円～420 万円  （3 社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）仮設、養生の程度            ﾊ）内装材の仕様・グレード 

ＲＣ造 床のたわみ 



  ﾛ）使用機材の数量、能力（ジャッキ等） 

（c）工期 

1 ヶ月間程度 

 

 

C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
スラブ上面増打ち工法 Ｆ－２－１ 

不具合の程度 スラブと小梁取合い部のひび割れにより 3階住戸の床にたわみが発生 
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３．（ジャッキアップ）＋スラブ下面鉄骨小梁新設 

 

ＲＣ造 床の傾斜 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
（ジャッキアップ）＋スラブ下面鉄骨小梁新設 Ｆ－２－４ 

不具合の程度 スラブ断面不足により３階住戸の床に傾斜が発生（約１５mm） 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部）    

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

天井 

(洋室･居間) 

コンクリート面補修の上ビニルクロス張り 

床 

(洋室･居間) 

乾式二重床下地複合フローリング 12mm 張り 

壁 

(洋室･居間) 

せっこうボード 12.5mm 下地ビニルクロス張り

木製既製品回り縁 

木製既製品幅木 

Ｈ＝60mm 

建具は両面ビニルク

ロス張りフスマ 

（c）補修工事の発注形態：住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：３階洋室･居間の床  ２階洋室・居間の天井（約 23 ㎡×2） 

鉄骨小梁（H‐200×200×8×12 L=3.6m SS400 錆止め） 

2-M16 ﾎﾞﾙﾄ(F10T) 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 

・２階洋室及び居間の内装材の全面除去、新規張替え 

・２階天井面（既存間仕切り部）に鉄骨小梁新設 

（小梁回りは軽量鉄骨下地組、せっこうボード下地ビニルクロス張り） 

・３階洋室及び居間の床仕上材全面除去、新規張替え 

付帯する工事
・２階洋室及び居間の天井照明器具取外し、再取付け 

・３階洋室及び居間の建具回り調整 

備  考 
・上記外の電気設備等は工事範囲外 

・床のジャッキアップの反力は２階天井部既存梁に負担させる。 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～④を条件として、工事業者より見積りを徴集（4社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（2社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。        ②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

③工事用仮設電力・水道費は含まない。④居住者の移転費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

250 万円～270 万円  （2 社） 

（平成１２年４月現在） 



 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）安全対策等の程度（養生方法、範囲等）  ﾊ）ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ工事等の外部委託の程度 

  ﾛ）使用機材の数量、能力（ジャッキ等）   ﾆ）内外装材の仕様・グレード  

（c）工期 

1 ヶ月間程度 

C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
（ジャッキアップ＋）スラブ下面鉄骨小梁新設 Ｆ－２－４ 

不具合の程度 スラブ断面不足により３階住戸の床に傾斜が発生（約１５mm） 
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４．床下地・仕上材の張替え 

ＲＣ造 床鳴り 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
床下地・仕上材の張替え Ｆ－３－１ 

不具合の程度 妻側３階の床の施工不良により床鳴りが発生 

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

床（洋室） 

発泡プラスチック系床下地材 

合板 12mm 張りの上 

複合フローリング 12mm 張り 

木製既製品幅木 

   Ｈ＝60mm 

 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：３階妻側住戸の洋室床（約 10 ㎡） 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 ・ ３階妻側住戸の洋室床材の全面除去、新規張替え 

付帯する工事 － 

備  考 ・床下設備配管等は工事範囲外 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～②を条件として、工事業者より見積りを徴集（3社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

38 万円～57 万円  （2 社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）内外装材の仕様・グレード 

（c）工期 

２～３日間程度 

 

 

 

 

 



C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
床下地・仕上材の張替え Ｆ－３－１ 

不具合の程度 妻側３階の床の施工不良により床鳴りが発生 
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５．フローリングの張替え 

ＲＣ造 内装仕上材のひび割れ、はがれ等

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
フローリングの張替え Ｆ－４－１ 

不具合の程度 材質不良により複合フローリング床のひび割れ発生 

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

床（洋室） 
乾式二重床下地 

複合フローリング 12mm 張り 

木製既製品幅木 

H=60mm 

 

（c）補修工事の発注形態 

  ｲ）住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：３階妻側住戸の玄関側洋室（約 10 ㎡）  

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 ・床仕上材（複合フローリング）全面除去、新規張替え 

付帯する工事 ・幅木除去、新規張替え 

備  考 ・電気設備及び屋外設置設備等は工事範囲外 

 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～②を条件として、工事業者より見積りを徴集（3社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

21 万円～62 万円  （2 社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）内外装材の仕様・グレード 

（c）工期 

２～３日間程度 

 

 

 

 

 



C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
フローリングの張替え Ｆ－４－１ 

不具合の程度 材質不良により複合フローリング床のひび割れ発生 

 

洋室 

和室６帖 和室６帖 和室６帖 

洋室 洋室 

洋室 洋室 洋室 

18,900 

6,300 6,300 6,300 

1
,
4
00

 

1
0
,
80

0
 

1
,
3
00

 

２,３,４階 平面図 



３．３ 外壁 

６．壁の増打ち工法（外壁・耐震壁） 

 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
壁の増打ち工法（外壁・耐震壁） Ｇ－１－５ 

不具合の程度 
２階部分の型枠施工不良により２階住戸妻壁に傾斜が発生 

（壁断面上部の断面不足） 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

壁（居室） せっこうボード 12.5mm 下地ビニルクロス張り 

床（居室）
乾式二重床下地複合フローリング張り(洋室) 

乾式二重床下地畳敷き（和室） 

天井（居室） コンクリート面補修下地ビニルクロス張り 

外壁回り壁内 

 ﾛｯｸｳｰﾙ 50mm 充填

木製既製品幅木 

木製既製品回り縁 

妻壁（押入) 合板 12mm 素地 

床（押入） 合板 9mm 張り 

天井（押入）
合板 5.5mm 張り 

外部回り壁、床及び

天井内ﾛｯｸｳｰﾙ 

    50mm 充填

棚板合板 5.5mm 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：２階住戸妻壁の室内壁部 100mm 増打ち（約 20 ㎡） 

            鉄筋：縦横 D13＠150(SD345A)定着 既存壁ｽﾀｯﾄﾞ：M10＠500 

コンクリート：普通コンクリート Fc＝21N/mm2 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 
・ ２階住戸妻壁回り１ｍの範囲の内装下地材除去、新規張替え

・ ２階住戸妻壁回り全室の内装仕上材全面除去、新規張替え 

付帯する工事 
・ 下階への施工時の漏水防止 

・ 妻壁窓建具の取外し、再取付け（押入建具等は新規作成） 

備  考 ・電気設備等は工事範囲外 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～④を条件として、工事業者より見積りを徴集（3社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。        ②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

③工事用仮設電力・水道費は含まない。④居住者の移転費用は含まない。 

 

 

ＲＣ造 外壁の傾斜 



 

  ﾛ）工事費の目安 

215 万円～275 万円   （2 社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）仮設、養生等の程度 

  ﾛ）外装材の仕様・グレード 

（c）工期 

１.５～２ヶ月間程度 

C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
壁の増打ち工法（外壁・耐震壁） Ｇ－１－５ 

不具合の程度 
２階部分の型枠施工不良により２階住戸妻壁に傾斜が発生 

（壁断面上部の断面不足） 
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７．樹脂注入工法 

 

ＲＣ造 外壁のひび割れ 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
樹脂注入工法 Ｇ－２－１ 

不具合の程度 妻側外壁３階部分の施工不良によりひび割れが発生（ひび割れ幅 0.4mm）

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：①工事用車両の進入が可能 

②建物外周部に 1.5ｍ～2.0ｍ程度の空きがある 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

外壁（妻壁） 
コンクリート面補修下地 

外装用複層塗材吹付け 
吹付けタイル 

 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：３階妻側住戸の外壁  ひび割れ 2m×3 本 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 
・ ひび割れ部周り塗装の除去、新規塗替え 

・ ひび割れ部分にエポキシ樹脂注入 

付帯する工事 － 

備  考 ・電気設備及び屋外設置設備等は工事範囲外 

 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①を条件として、工事業者より見積りを徴集（5社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（2社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

32 万円～52 万円  （3 社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）外装材の仕様・グレード 

（c）工期 

２週間程度 

 

 

 



C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
樹脂注入工法 Ｇ－２－１ 

不具合の程度 妻側外壁３階部分の施工不良によりひび割れが発生（ひび割れ幅 0.4mm）

 

妻側立面図 

外装用複層塗材吹付け 

ひび割れ



８．タイル張替え工法 

ＲＣ造 外壁仕上材のはがれ、浮き 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
タイル張替え工法 Ｇ－２－７ 

不具合の程度 妻側外壁３階部分の施工不良によりタイルのはがれ発生 

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：①工事用車両の進入が可能 

②建物外周部に 1.5ｍ～2.0ｍ程度の空きがある 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

外壁（妻壁） 
コンクリート面補修下地 

４５二丁掛タイル張り 

改良積上げ張り工法 

 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：３階妻側住戸の外壁 （約 5㎡） 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 ・ 浮きタイルの除去、新規張替え（約 5㎡） 

付帯する工事 － 

備  考 ・電気設備及び屋外設置設備等は工事範囲外 

 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①を条件として、工事業者より見積りを徴集（4社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

38 万円～62 万円（3社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）仮設、養生の程度 

  ﾛ）外装材の仕様・グレード 

  ﾊ）タイル張り工法 

（c）工期 

３～５日間程度 

 

 

 



C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
タイル張替え工法 Ｇ－２－７ 

不具合の程度 妻側外壁３階部分の施工不良によりタイルのはがれ発生 

 

妻壁 立面図 

タイルはがれ部



３．４ 天井 

９．天井下地材・仕上材の張替え 

 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
天井下地材・仕上材の張替え Ｃ-１-１ 

不具合の程度 最上階和室の天井下地不良により天井にたわみ発生（約２５ｍｍ） 

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

天井（和室） 合板 9mm 下地ビニルクロス張り 軽量鉄骨天井下地組 

 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：最上階中住戸 和室天井（約 10 ㎡） 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 ・ 最上階住戸和室天井内装材全面除去、新規張替え 

付帯する工事 ・ 天井照明器具取外し、再取付け 

備  考 ・上記外の電気設備等は工事範囲外 

 

B．補修工事費の目安 

（e）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～②を条件として、工事業者より見積りを徴集（4社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

25 万円～38 万円  （3 社） 

（平成１２年４月現在） 

（f）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）天井レベル調整の程度 

  ﾛ）内装材の仕様・グレード 

（g）工期 

1 週間程度 

 

 

 

 

ＲＣ造 天井のたわみ 



C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
天井下地材・仕上材の張替え Ｃ-１-１ 

不具合の程度 最上階和室の天井下地不良により天井にたわみ発生（約２５ｍｍ） 
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３．５ 漏水・結露 

10 防水層平場の再施工 

 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
防水層平場の再施工 Ｗ-１-４ 

不具合の程度 屋根アスファルト防水層の破断により最上階に漏水発生 

 

A．積算の前提条件     

（a）立地・敷地条件  

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

屋根防水 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ 3mmの上軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ 60mm押え 目地＠3,000mm 

天井（便所） 合板 9mm 下地ビニルクロス張り 軽量鉄骨天井下地組 

壁（便所）
耐水せっこうボード 12.5mm 下地 

ビニルクロス張り 

木製既製品回り縁 

塩ビ幅木 H=60mm 

 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：最上階中住戸便所回り屋根防水（約 10 ㎡） 

便所天井（約 1.5 ㎡） 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 

・ 便所回り屋根防水全面除去、新規張替え 

（通気管 2×125φ立上り回り補強増張り） 

・ 防水層保護軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ除去、新規普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 60mm（目地共）

付帯する工事 

・ 便所の天井仕上材全面除去、新規張替え 

・ 便所の壁仕上材全面除去、新規張替え 

・ 便所天井照明器具取外し、再取付け 

備  考 ・上記外の電気設備等は工事範囲外 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～②を条件として、工事業者より見積りを徴集（3社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

56 万円～100 万円  （2 社） 

（平成１２年４月現在） 

 

 

ＲＣ造 降雨による漏水 



（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）仮設、養生等の程度 

  ﾛ）防水材の仕様・グレード 

  ﾊ）内装材の仕様・グレード 

（c）工期 

３週間程度 

 

 

C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
防水層平場の再施工 Ｗ-１-４ 

不具合の程度 屋根アスファルト防水層の破断により最上階に漏水発生 

 

 



11．断熱材の不連続部分の補修 

ＲＣ造 結露 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
断熱材の不連続部分の補修 Ｗ－３－１ 

不具合の程度 １階西妻住戸の洋室天井面（北側開口部上部）に結露が発生 

 

A．積算の前提条件 

（a）立地・敷地条件 

  ｲ）地 域：東京（区部） 

  ﾛ）敷 地：工事用車両の進入が可能 

（b）建物概要 

  ｲ）構造等：鉄筋コンクリート造ラーメン(耐震壁)構造、４階建て共同住宅 

  ﾛ）仕上等 

部 位 仕 上 備 考 

天井（洋室） 
コンクリート面補修下地 

ビニルクロス張り 

壁（洋室） 
せっこうボード 12.5mm 下地 

ビニルクロス張り 

・外壁部はﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

ﾎﾞｰﾄﾞ 25mm 

・木製既製品回り縁 

 

（c）補修工事の発注形態 

住宅取得者が工事業者へ発注 

（d）補修工事概要 

  ｲ）工事対象部分・規模：1階妻住戸の玄関側洋室の北側天井 （約 10 ㎡） 

ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ（断熱材）25mm 張り（B類 3種 0.6m×2.7m） 

  ﾛ）工事範囲等 

範  囲 
・ 洋室天井仕上材全面除去、新規張替え 

・ ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ(断熱材)25mm 張り（B類 3種 0.6m×2.7m） 

付帯する工事 ・ 天井照明器具取外し、再取付け 

備  考 ・上記外の電気設備等は工事範囲外 

 

 

B．補修工事費の目安 

（a）工事費の設定 

  ｲ）設定方法 

・A．（a）～（d）および以下の①～②を条件として、工事業者より見積りを徴集（3社）。 

･見積り内容を確認し、積算の前提条件を満たしていないものを除外する（1社）。 

･見積り金額の最低金額から最高金額の範囲を工事費の目安とする。 

①調査費は含まない。 

②家具等の移動にかかる費用は含まない。 

  ﾛ）工事費の目安 

17 万円～19 万円   （2 社） 

（平成１２年４月現在） 

（b）工事費の変動要素（提示条件内での変動） 

  ｲ）内装材の仕様・グレード 

（c）工期 

２～３日間程度 

 

 



C．参考図 

 

補修工事名称 

工事Ｎｏ 
断熱材の不連続部分の補修 Ｗ－３－１ 

不具合の程度 １階西妻住戸の洋室天井面（北側開口部上部）に結露が発生 

 

 

 

洋室 

和室６帖 和室６帖 和室６帖 
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洋室 洋室 洋室 
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1 階平面図 
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 平成 21 年度版 住宅紛争処理技術関連資料集の作成にあたっては、学識経験者、日本弁護

士連合会、建築士関連団体、消費者関連団体及び住宅供給者関連団体の各団体から幅広く委員

のご参画をいただき検討を行いました。これまでの間、精力的に検討、とりまとめをしていた

だいた委員等の皆様方に厚くお礼を申し上げますとともに、貴重なご意見をいただいた方々に

深く感謝の意を表します。 

 

平成 22 年 3 月 

 

＜委員名簿（敬称略：平成 22 年 3 月現在）＞ 

 

住宅紛争処理支援業務運営協議会 

座 長 山 田  勝 利 日本弁護士連合会 第二東京弁護士会 弁護士（平成 21 年 6 月まで） 
    高 谷   進 日本弁護士連合会 第二東京弁護士会 弁護士（平成 21 年 6 月から） 
副座長 金 子  光 邦 日本弁護士連合会 東京弁護士会 弁護士 
委 員 田 島  純 藏 日本弁護士連合会 東京弁護士会 弁護士 
 山 本  卓 也 日本弁護士連合会 第一東京弁護士会 弁護士 
 菰 田   優 日本弁護士連合会事務次長 第一東京弁護士会 弁護士（平成 21 年 3 月まで） 

相原  佳子 日本弁護士連合会事務次長 第一東京弁護士会 弁護士（平成 21 年 5 月から） 
 山 中  保 教  （社）日本建築士会連合会 専務理事 
 髙津  充良 （社）日本建築士事務所協会連合会 専務理事 
 森田  嘉久 （社）日本建築家協会 専務理事 
 髙原  謙治 （社）全国消費生活相談員協会 理事・事務局長（平成 21 年 3 月まで） 
 前田  洋子 （社）全国消費生活相談員協会 事務局長（平成 21 年 4 月から） 
 大河内 美保 主婦連合会 副会長 
 長見 萬里野 （財）日本消費者協会 参与 
 中野 三千代 東京都地域婦人団体連盟 消費経済部 部長 
 佐々木  宏 （社）住宅生産団体連合会 専務理事 

 澤田  雅紀 全国建設労働組合総連合 工務店対策部長（平成 21 年 3 月まで） 
 小林  正和 全国建設労働組合総連合 工務店対策部長（平成 21 年 4 月から） 
 市村  重治 （社）不動産協会 理事・事務局長（平成 21 年 5 月まで） 

 七搦   晃 （社）不動産協会 事務局長（平成 21 年 7 月から） 

 市 川  智 章 （社）建築業協会 常務理事（平成 21 年 6 月まで） 
 今倉  章好 （社）建築業協会 常務理事（平成 21 年 6 月から） 
 市川  宜克 （社）全国宅地建物取引業協会連合会 専務理事 
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技術委員会 

座 長 上 杉   啓 東洋大学 名誉教授 
副座長 澤 田  和 也 日本弁護士連合会 大阪弁護士会 弁護士 
委 員 青 木  博 文 横浜国立大学 名誉教授 

 井 口  洋 佑 東京理科大学 名誉教授 

 伊 藤   弘 独立行政法人建築研究所 理事 

 坂 本   功 東京大学 名誉教授 

 友 澤  史 紀 東京大学 名誉教授 

 藤 井   衛 東海大学 工学部建築学科 教授 

 松 本  光 平 明海大学 名誉教授  

 岩島  秀樹 日本弁護士連合会 東京弁護士会 弁護士 

 河合  敏男 日本弁護士連合会 第二東京弁護士会 弁護士 

 鈴木  弘美 日本弁護士連合会 第一東京弁護士会 弁護士 

 里川  長生 （社）日本建築士会連合会 

 小菅  茂 （社）日本建築士事務所協会連合会 

 郡 山  貞 子  （社）日本建築家協会 

 長見 萬里野 （財）日本消費者協会 参与 

 加藤  敬 創映建築設計 一級建築士事務所 顧問 

 中野 三千代 東京都地域婦人団体連盟 消費経済部 部長 

 藤野  珠枝 主婦連合会  

 佐々木 宏 （社）住宅生産団体連合会 専務理事 

 澤田  雅紀  全国建設労働組合総連合 工務店対策部長（平成 21 年 3 月まで） 
 小林  正和  全国建設労働組合総連合 工務店対策部長（平成 21 年 4 月から） 
 市村  重治 （社）不動産協会 理事・事務局長（平成 21 年 5 月まで） 

 七搦   晃 （社）不動産協会 事務局長（平成 21 年 7 月から） 

 市川  智章 （社）建築業協会 常務理事（平成 21 年 6 月まで） 
 今倉  章好 （社）建築業協会 常務理事（平成 21 年 6 月から） 
 神垣  明治 （社）全国宅地建物取引業協会連合会 常務理事 

 

技術ワーキンググループ（ＷＧ） 

主 査 伊 藤   弘 独立行政法人建築研究所 理事 

委 員 井 上  勝 夫 日本大学 理工学部建築学科 教授 

 大 野  隆 司 東京工芸大学 工学部建築学科 教授 

 橘 高  義 典 首都大学東京 大学院 都市環境科学研究科 建築学専攻 教授 

 曽田 五月也 早稲田大学 創造理工学部 教授 

 中 島  正 夫 関東学院大学 工学部建築学科 教授 

 濱 崎   仁 独立行政法人建築研究所 材料研究グループ 主任研究員 

 犬 塚   浩 日本弁護士連合会 第二東京弁護士会 弁護士 

 渋 村  晴 子 日本弁護士連合会 第二東京弁護士会 弁護士 
 塚 田  裕 二 日本弁護士連合会 第一東京弁護士会 弁護士 
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 里川  長生 （社）日本建築士会連合会 

 小菅  茂 （社）日本建築士事務所協会連合会 

 郡 山  貞 子  （社）日本建築家協会 
 

国土交通省（住宅局） 

橋本 公博   住宅生産課 課長 

住本  靖    住宅生産課 住宅瑕疵担保対策室 室長 

古瀬 浩二   住宅生産課 課長補佐 

南津 和広   住宅生産課 課長補佐 

伊藤 昌弘   住宅生産課 住宅瑕疵担保対策室 課長補佐 

豊嶋 太朗   住宅生産課 住宅瑕疵担保対策室 課長補佐 

東野 文人   住宅生産課 住宅瑕疵担保対策室 課長補佐 

河合  麦    住宅生産課 係長  

佐々木雅也   住宅生産課 住宅瑕疵担保対策室 係長 
 

事 務 局 

〔分野別アドバイザー〕 

伊 藤   弘  独立行政法人建築研究所 理事（総括・防水・仕上） 
井 上  勝 夫  日本大学理工学部建築学科 教授（振動・音） 
中 島  正 夫  関東学院大学工学部建築学科 教授（木造） 

福 山   洋  独立行政法人建築研究所 構造研究グループ 上席研究員（RC 造） 
濱 崎   仁  独立行政法人建築研究所 材料研究グループ 主任研究員（RC 造） 
西 山   功  国土技術政策総合研究所 建築研究部 部長（鉄骨造） 
平 出   務   独立行政法人建築研究所 建築生産研究グループ 主任研究員（基礎） 
新 井   洋   独立行政法人建築研究所 構造研究グループ 主任研究員（基礎) 
古 賀  純 子  独立行政法人建築研究所 材料研究グループ 主任研究員（内外装・仕上） 
大 澤  元 毅  国立保健医療科学院 建築衛生部 部長（結露・シックハウス） 

三 浦  尚 志  国土技術政策総合研究所 住宅研究部 住環境計画研究室 主任研究員(結露) 
安孫子  義彦  日本建築設備診断機構 専務理事（設備） 
田 極  義 明  財団法人日本建築センター 確認検査部 専門役（法令） 

 
〔(財)住宅リフォーム・紛争処理支援センター 住宅紛争処理支援センター〕 

島 崎   勉  理事長 
神 田 重 信  専務理事 
工 藤 忠 良  理事・住宅紛争処理支援本部長 
青 木   稔  情報管理部長 
石 原 香 織  情報管理部 調査役 
木 村 英 樹  情報管理部 副調査役 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２１年度版 

住宅紛争処理技術関連資料集（新築住宅用）鉄筋コンクリート造住宅 工事費用編 
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住宅紛争処理技術関連資料集 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 木造住宅（在来軸組工法） 調査方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 木造住宅（枠組壁工法） 調査方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 木造住宅（在来軸組工法・枠組壁工法） 補修方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 木造住宅（在来軸組工法・枠組壁工法） 工事費用編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 鉄筋コンクリート造住宅 調査方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 鉄筋コンクリート造住宅 補修方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 鉄筋コンクリート造住宅 工事費用編 
住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 鉄骨造住宅 調査方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 鉄骨造住宅 補修方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 鉄骨造住宅 工事費用編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 各構造共通 調査方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 各構造共通 機器使用方法編 

住宅紛争処理技術関連資料集 （新築住宅用） 各構造共通 ダイジェスト版 

住宅紛争処理技術関連資料集 （既存住宅用） 仕様書等変遷 
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